

















描画の発達は、諸研究（例えば、 Eng,1954； Gardner,1980； Kellogg,  
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第１章  研究の動機と問題・目的  
















































































































































第 Ⅰ 部 第 １ 章 で 述 べ た よ う に 、 １ ～ ３ 歳 児 の 描 画 の 指 導 ・ 援
助 の あ り 方 に つ い て 具 体 的 に 構 想 し て い く 上 で は 、 出 発 点 と し
て 、 ま ず 描 画 の 一 般 的 な 発 達 過 程 ・ 発 達 段 階 を 明 確 に す る こ と
が 必 要 で あ る 。 さ ら に 、 そ の 発 達 過 程 に 影 響 す る 要 因 に つ い て
も 、 明 ら か に し て い く こ と が 必 要 で あ る 。 そ こ で こ の 第 Ⅱ 部 で
は 、 描 画 発 達 に 関 す る 代 表 的 先 行 研 究 の 紹 介 ・ 考 察 を 通 し て 、
こ れ ら の 検 討 を 試 み る 。  
こ れ を 行 う に あ た り 問 題 と な る の は 、 ど の よ う な 先 行 研 究 を
取 り 上 げ る か で あ る 。 現 行 、 先 行 研 究 そ の も の が 決 し て 多 く は
な い と い う 制 約 も あ る が 、 そ の 中 か ら 次 の ８ つ の 研 究 、 つ ま り  
①  E n g（ 1 9 5 4 ）の『 子 ど も の 描 画 心 理 学 』、②  K e l l o g g  （ 1 9 6 9 ）
の 『 児 童 画 の 発 達 過 程 』、 ③  G a r d n e r  （ 1 9 8 0 ） の 『 子 ど も の 描
画 』、 ④ 山 形 （ 1 9 8 8 ） の 『 ０ ～ ３ 歳 の 描 画 に お け る 表 象 活 動 の
分 析 』、 ⑤ 鈴 木 （ 2 0 0 0 ） の 『 美 術 教 育 』、 ⑥ 新 見 （ 2 0 1 0 ） の 『 子
ど も の 発 達 と 描 く 活 動 』 を 取 り 上 げ 、 考 察 す る こ と に し た 。 こ
の 中 ① ～ ③ は 、 こ の 研 究 分 野 、 つ ま り 描 画 の 発 達 過 程 ・ 発 達 段
階 に 関 す る 研 究 分 野 に お い て 、 基 本 文 献 と し て 位 置 づ け ら れ る
「 海 外 」 の 研 究 で あ る 。 ④ ～ ⑥ は 、 こ れ ら の 基 礎 的 ・ 基 本 的 研
究 を ふ ま え て そ の 後 展 開 さ れ た 研 究 の 中 、「 本 邦 」に お け る 代 表
的 研 究 で あ る 。 本 邦 の 研 究 の 取 り 上 げ は 、 本 研 究 の 保 育 実 践 へ
の 提 言 の 視 点 か ら は 必 須 と 考 え る か ら で あ り 、 特 に ⑥ は 保 育 実
践 の 視 点 が 強 い も の で あ る 。 ま た こ れ ら の ６ つ の 研 究 を 取 り 上
げ た 理 由 と し て は 、 上 述 し た よ う に い ず れ も 幼 児 の 描 画 の 発 達
に 関 す る 代 表 的 研 究 で あ る こ と に 加 え て 、 何 よ り 本 研 究 の 研 究
テ ー マ で あ る 「 １ ～ ３ 歳 児 」 頃 の 発 達 過 程 や 発 達 段 階 を 取 り 上
げ て い る 点 が あ る 。 ま た 、 い ず れ の 研 究 も 理 論 に 明 確 な 特 徴 が
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み ら れ る こ と か ら 、 展 望 の 意 味 が 大 き い と 判 断 で き る 点 、 さ ら
に 本 研 究 で 取 り 上 げ て い る 描 画 の 発 達 の 要 因 と し て の 認 知 面 や
社 会 ・ 情 緒 面 の 発 達 に つ い て か な り ふ れ て い る 点 で あ る 。  
第 Ⅱ 部 の 構 成 と し て は 、 第 ２ 章 で は 上 記 の 海 外 の ３ つ の 基 礎
的 ・ 基 本 的 先 行 研 究 に つ い て 、 ま た 第 ３ 章 で は 本 邦 の ３ つ の 先
行 研 究 に つ い て 、 そ れ ぞ れ １ ～ ３ 歳 児 頃 の 研 究 部 分 を 中 心 に 紹
介 す る 。 続 く 第 ４ 章 で は こ れ ら を ま と め 、 そ こ か ら 浮 上 し て く
る 本 研 究 の 基 本 枠 組 み 、 つ ま り １ ～ ３ 歳 児 頃 の 幼 児 の 描 画 の 発
達 過 程 と そ の 要 因 に つ い て 考 え る 上 で の 参 考 と し て 、 こ れ に 関


















 第２章  海外の基本的研究  
 
本 章 で は 、 描 画 の 発 達 過 程 ・ 発 達 段 階 に 関 す る 研 究 分 野 に お
い て 、 基 本 文 献 と し て 位 置 づ け ら れ る こ と も 多 い ３ つ の 代 表 的
な 海 外 の 研 究 に つ い て 、 そ れ ぞ れ １ ～ ３ 歳 児 頃 の 研 究 部 分 を 中
心 に 紹 介 し 、 こ れ に 関 す る 筆 者 の 見 解 ・ 考 察 を 述 べ る 。  
 
第 １ 節  E n g ,  H .（ 1 9 5 4） :『 子 ど も の 描 画 心 理 学 』  
E n g は 、 幼 児 ・ 児 童 の 描 画 の 発 達 に つ い て 、 姪 マ ー ガ レ ッ ト
の 最 初 の 「 線 描 」 の 出 現 （ 1 0 カ 月 ） か ら ８ 歳 頃 ま で の 発 達 を 取
り 上 げ 、 事 例 研 究 を 行 っ て い る 。 し か し こ こ で は １ ～ ３ 歳 児 の
描 画 の 発 達 を 検 討 す る と い う 本 研 究 の 目 的 上 、 ３ 歳 前 後 の 「 人
間 の 顔 の 出 現 」 ま で を 取 り 上 げ 紹 介 す る 。 な お 、 本 論 文 で 筆 者
は「 な ぐ り 描 き 」の 用 語 を 用 い て い る が 、E n g は「 ス ク リ ブ ル 」
を 用 い て い る の で 、 こ こ で は 「 ス ク リ ブ ル 」 で 紹 介 す る 。  
E n g に よ れ ば 、 マ ー ガ レ ッ ト は 、 1 0 カ 月 で 短 い 線 ２ 本 を 、 １
歳 ２ カ 月 で 波 形 ス ク リ ブ ル を 、 １ 歳 ４ カ 月 で 孤 状 の 往 復 線 を 描
い た と い う 。 そ の 後 、 １ 歳 ８ カ 月 に 新 し い ス ク リ ブ ル の 時 期 に
入 っ た と し 、E n g は こ れ を「 ご ち ゃ ま ぜ ス ク リ ブ ル 期 」（ F i g u r e  
2 - 1 - ( 1 ) 参 照 ） と 呼 ん で い る 。 そ の 特 徴 は 、 波 形 ス ク リ ブ ル や う
ず ま き 線 な ど の 中 に 、 直 線 、 角 、 十 字 形 、 ジ グ ザ グ 線 、 円 が 混
じ っ て い る こ と に あ る と す る 。 ま た 、 ほ ぼ 同 時 期 に 新 し い 発 達
的 変 化 が み ら れ 、 ス ク リ ブ ル の 分 散 が 始 ま っ た と し て い る 。 さ
ら に 、 １ 歳 ９ カ 月 1 0 日 目 で は 事 後 命 名 で あ っ た が 、 同 1 3 日 目
に は 事 前 命 名 が 出 現 し た と し て い る 。さ ら に 、１ 歳 1 0 カ 月 に は
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頭 足 人 （ F i g u r e  2 - 1 - ( 2 ) 参 照 ） が 出 現 し 、「 公 式 画 の 時 期 」（ ※
本 論 文 で 筆 者 が 使 用 す る 「 図 式 画 期 」 に 当 た る と 考 え ら れ る ：
本 章 ２ 節 参 照 ）に 達 し た と し て い る 。そ の 後 １ 歳 1 0 カ 月 ５ 日 目
に は 、 自 分 の 顔 （ F i g u r e  2 - 1 - ( 3 ) 参 照 ） を 描 い た と し て い る 。  
【 考 察 】  
ま ず 、「 頭 足 人 」 の 出 現 時 期 に つ い て で あ る 。 E n g は 姪 の 観
察 か ら 、こ れ を １ 歳 1 0 カ 月 と し て い る 。し か し こ れ は 他 の 代 表
的 研 究 （ 例 え ば 、 G a r d n e r , 1 9 8 0 ； K e l l o g g , 1 9 6 9 ； 新 見 , 2 0 1 0 な
ど ） を み て も 、 一 般 化 す る に は 早 す ぎ る よ う に 思 わ れ る 。 そ の
背 景 と し て 、 姪 の 観 察 で あ る こ と か ら く る 感 情 移 入 が 働 い て 、
必 ず し も 客 観 的 な 判 定 が で き て い な い 可 能 性 も 考 え ら れ な い で
も な い 。 例 え ば 、 F i g u r e  2 - 1 - ( 2 ) で あ る 。 E n g は 姪 が 円 の 下 に
２ 本 の 直 線 で 描 い た と し て い る が 、 そ の 絵 を み る 限 り で は 、 １
本 の 弓 な り 線 の 下 に 少 し 離 れ て ２ 本 の 線 が 描 か れ て い る だ け で
あ り 、 ま た 顔 が 描 か れ て な い な ど 、 他 の 研 究 者 （ 例 え ば 、
G a r d n e r , 1 9 8 0 ； K e l l o g g , 1 9 6 9 ； 新 見 , 2 0 1 0 な ど ） の 通 常 と る 頭
足 人 の 判 定 概 念 と は か な り か け 離 れ て い る 。  
 さ ら に 、 E n g は 「 線 描 」 か ら 「 人 の 顔 の 出 現 」 ま で の 描 画 の
発 達 過 程 ・ 発 達 段 階 に つ い て 、  「 線 や 往 復 線 に よ る ス ク リ ブ ル
→ ご ち ゃ ま ぜ ス ク リ ブ ル → 頭 足 人 → 人 間 の 顔 の 出 現 」 で 進 む と
指 摘 し て い る が 、こ の 点 に も 疑 問 が 残 る 。他 の 多 く の 研 究 者（ 例
え ば 、 G a r d n e r , 1 9 8 0 ； K e l l o g g , 1 9 6 9 ； 新 見 , 2 0 1 0 な ど ） は 、 ス
ク リ ブ ル の 後 に 人 間 の 顔 が 出 現 し 、 さ ら に そ の 後 で 頭 足 人 が 出







3 ) 自 分 の 顔  
F i g u r e 2 - 1  ス ク リ ブ ル ( な ぐ り 描 き ) か ら 公 式 画 （ 図 式 画 ） へ  
（ E n g , 1 9 5 4 よ り 引 用 ）  
 
 
第 ２ 節   K e l l o g g , R .（ 1 9 6 9）：『 児 童 画 の 発 達 過 程 』  
K e l l o g g は 、 ２ 歳 以 下 の 年 少 幼 児 の 「 基 本 的 ス ク リ ブ ル 」 に
つ い て 2 0 種 類 を 見 出 し 、こ れ ら の ス ク リ ブ ル を 基 盤 に し て や が
て ３ ・ ４ 歳 頃 の 頭 足 人 を 描 く ま で の 描 画 の 発 達 に つ い て 研 究 し
て い る 。 な お 、 本 論 文 で 筆 者 は 「 な ぐ り 描 き 」 の 用 語 を 用 い て




い る が 、 K e l l o g g は  E n g と 同 様 「 ス ク リ ブ ル 」 を 用 い て い る の
で 、 こ こ で は 「 ス ク リ ブ ル 」 で 紹 介 す る 。  
ま ず 、 彼 女 の 「 基 本 的 ス ク リ ブ ル 」 の 考 え 方 を 紹 介 し た い 。
基 本 的 ス ク リ ブ ル と は 、 ２ 歳 あ る い は そ れ 以 下 の 幼 児 の 描 く 基
本 的 な 線 で 構 成 さ れ た 2 0 種 類 の 形 （ F i g u r e  2 - 2 - 1 参 照 ） の こ
と で あ り 、 描 画 の 基 礎 と し て 極 め て 重 要 で あ る と し て い る 。 ま
た 、こ れ ら 2 0 の ス ク リ ブ ル の 出 現 に 関 し て 、年 齢 発 達 に 伴 う 一
定 の 順 序 性 、 つ ま り 発 達 段 階 は 想 定 し て い な い 。  
次 に 、K e l l o g g が「 基 本 的 ス ク リ ブ ル 」か ら「 人 の 顔 の 描 画 」
の 出 現 ま で を ど の よ う に 捉 え て い る か を 紹 介 す る 。 彼 女 に よ れ
ば 、  F i g u r e  2 - 2 - 2 に 示 し た よ う に 、 初 期 ス ク リ ブ ル （ ※ こ れ
は 、 基 本 的 ス ク リ ブ ル を 基 に し て 発 達 し た も の と 思 わ れ る が 、
明 確 な 記 述 は な い ）→ ダ イ ア グ ラ ム〔 矩 形（ 正 方 形 も 含 む ）・ 卵
円 形 （ 円 も 含 む ）・ 十 字 形 ・ 三 角 形 ・ 斜 め 十 字 ・ 不 定 形 （ 前 記 以
外 で 、 不 規 則 な 領 域 を 取 り 囲 む 線 で あ れ ば す べ て こ の 分 類 に 入
る 〕 → コ ン バ イ ン （ ２ つ の ダ イ ア グ ラ ム の 結 合 に よ っ て で き た
形 ） → ア グ レ ゲ イ ト （ ３ つ あ る い は そ れ 以 上 の ダ イ ア グ ラ ム の
結 合 に よ っ て で き た 形 ： 例 え ば 顔 ア グ レ ゲ イ ト ） の 順 を 追 っ て
発 達 す る と い う 。 ３ 歳 頃 の 「 ア グ レ ゲ イ ト 」 の 出 現 は 、 幼 児 が
自 発 的 に デ ザ イ ン や 構 成 が で き る よ う に な っ た こ と を 意 味 し 、
重 要 な 発 達 的 変 化 で あ る と し て い る 。  
さ ら に 顔 の 出 現 の 後 、 手 足 を 持 つ 頭 足 人 が 出 現 す る に は 、 ま ず
図 形 に「 放 散 型 」（ 点 、あ る い は 小 さ い 区 域 か ら 周 囲 に 向 か っ て
何 本 も の 線 が 放 散 し て い る も の ） が 現 れ 、 つ い で 十 字 型 で 作 ら
れ た 放 散 型 か ら「 マ ン ダ ラ 」（ サ ン ス ク リ ッ ト 語 で 円 を 意 味 す る ）
が 現 れ 、さ ら に 太 陽 人 → 頭 足 人 の 出 現 へ と 発 達 す る と し て い る 。   
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※  図 中 の 「 初 期 な ぐ り 描 き 期 」、「 中 期 な ぐ り 描 き 期 」「 後 期 な ぐ り 描
き 期 」 の 用 語 、 並 び に 図 中 の １ 本 の 赤 線 及 び 左 端 の 赤 枠 で 囲 ん だ 「 第
１ 段 階 」 と 「 第 ２ 段 階 」 は 、 い ず れ も 筆 者 が 本 文 の 説 明 上 付 け 加 え た
も の で あ る 。  
 







第 ２ 段 階  
 
後 期 な ぐ り 描 き 期
 
中 期 な ぐ り 描 き 期
 
初 期 な ぐ り 描 き 期
 




























※ 図 中 の ２ 本 の 赤 線 、 並 び に 左 端 の 赤 枠 で 囲 ん だ 「 初 期 図 式 画 期 （ 第 ２ 段 階 ）」、  
「 中 期 図 式 画 期 （ 第 ３ 段 階 ）」 の 用 語 は 、 い ず れ も 筆 者 が 本 文 の 説 明 上 付 け  
加 え た も の で あ る 。  
 
 F i g u r e  2 - 2 - 2   第 ２ 段 階 （ 円 ら し い 「 円 」 中 心 ） か ら 第 ３ 段 階 （「 人 の 顔 」  
中 心 → 「 頭 足 人 」） へ    
（ ＊ 原 図 は K e l l o g g , 1 9 6 9 よ り 引 用 ）  
  
中 期 図 式 画 期
（ 第 ３ 段 階 ）  
初 期 図 式 画 期  
（ 第 ２ 段 階 ）  
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【 考 察 】  
  上 で 紹 介 し た よ う に 、 K e l l o g g（ 1 9 6 9 ） は 年 少 幼 児 の 描 画 の
発 達 的 変 化 に つ い て 、 大 変 細 か く 現 象 的 に 記 述 し て い る 。 し か
し 、 例 え ば 「 な ぐ り 描 き 期 」 や 「 図 式 画 期 」 と い う 用 語 を 用 い
て こ れ ら の 現 象 を 総 括 的 に 捉 え よ う と し て い な い な ど 、 個 々 の
発 達 現 象 を 貫 い て く み 取 れ る 「 発 達 過 程 」・「 発 達 段 階 」 を 明 確
に す る と い う 姿 勢 は 強 く は な い 。 筆 者 も こ う し た 細 か い 発 達 的
変 化 の 現 象 に 気 づ く 必 要 性 を 、 日 常 の 保 育 場 面 で の 観 察 か ら 十
分 に 実 感 し て い る 。 し か し 、 保 育 実 践 の 上 か ら は そ れ だ け で は
十 分 と は い え ず 、 そ の 個 々 の 発 達 現 象 を 貫 い て 表 れ て く る 「 発
達 過 程 」・「 発 達 段 階 」を 具 体 的 に 把 握 す る 必 要 が あ る と 考 え る 。
深 田（ 1 9 8 5 ）は 、年 少 幼 児 の 描 画 発 達 の 段 階 を 取 り 上 げ た 際 に 、
K e l l o g g（ 1 9 6 9 ）の 現 象 的 発 達 的 変 化 に つ い て 、「 ス ク リ ブ ル（ ※
な ぐ り 描 き ）」か ら「 図 式 画 」へ の 発 達 と し て ま と め 直 し て い る 。
そ こ で 筆 者 も 本 研 究 で は 、以 後 こ の よ う な 観 点 か ら 、「な ぐ り 描
き 期 」 と 「 図 式 画 期 」 の 用 語 を 用 い る こ と に し た 。  
 ま ず 、 K e l l o g g の 「 基 本 的 ス ク リ ブ ル 」 に つ い て 考 え て み た
い 。 2 0 の ス ク リ ブ ル の 内 容 に つ い て は 納 得 す る も の で あ る が 、
そ の 出 現 に「 一 定 の 順 序 性 は な い 」と の 指 摘 に は 疑 問 を 感 じ る 。
と い う の は 、 他 の 多 く の 研 究 者 （ 例 え ば 、 新 見 , 2 0 1 0 ； 鈴
木 , 2 0 0 0； 山 形 , 1 9 8 8 な ど ）は い ず れ も 一 定 の 順 序 性 を 報 告 し て
お り 、 ま た 筆 者 の 長 年 に わ た る 保 育 士 と し て の 体 験 を 振 り 返 っ
て み て も 、 順 序 性 が 見 ら れ な い 幼 児 に は 出 会 わ な か っ た か ら で
あ る 。  
筆 者 は 、 K e l l o g g の い う 基 本 的 ス ク リ ブ ル の 出 現 か ら ３ ・ ４
歳 児 の「 頭 足 人 」の 出 現 ま で の 描 画 の 発 達 に つ い て 、上 述 の「 発
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達 段 階 」 の 用 語 を 用 い て 次 の よ う に ３ 段 階 に 区 分 し て 捉 え た い
と 考 え る 。 ま ず 「 な ぐ り 描 き 期 」 で あ り 、 さ ら に こ れ を F i g u r e  
2 - 2 - 1 の 右 端 に 付 け 加 え た よ う に ３ つ に 分 け る 。 こ の 中 、 １ ～
９ の 点 や 単 線 さ ら に 往 復 線 を 基 本 と す る 段 階 を 「 初 期 な ぐ り 描
き 期 」、 1 0～ 1 5 の 「 う ね う ね 線 」 や 「 う ず ま き 線 」 な ど を 基 本
と す る 段 階 を 「 中 期 な ぐ り 描 き 期 」 と し 、 こ の ２ つ は 描 画 に つ
い て の イ メ ー ジ 性 が 乏 し い と い う 点 で 「 純 粋 な 」 な ぐ り 描 き が
展 開 す る 時 期 と 考 え ら れ る こ と か ら 、 発 達 段 階 の 第 １ 段 階 と す
る 。 次 に 第 ２ 段 階 は 、 1 6～ 2 0 の 「 単 交 円 」、「 不 完 全 円 」 な ど の
円 状 の な ぐ り 描 き を 基 本 と す る「 後 期 な ぐ り 描 き 期 」、及 び い く
つ か の 基 本 の 形 （ ダ イ ヤ グ ラ ム ： 円 ら し い 「 円 」、 四 角 、 十 字 な
ど ）が 描 け る よ う に な る「 初 期 図 式 画 期 」（ F i g u r e  2 - 2 - 2 参 照 ）
を 含 む 時 期 で あ る 。 前 者 で は 、 描 画 活 動 の 基 盤 で あ る 描 画 対 象
へ の 「 イ メ ー ジ 機 能 」 が 芽 生 え 始 め 、 後 者 で は 、 そ の 進 展 が み
ら れ る 。 さ ら に 第 ３ 段 階 は 、「 人 の 顔 」 や 「 ぬ り つ ぶ し 」 が 出 現
し 、 そ の 後 「 頭 足 人 」 の 出 現 す る ア グ リ ゲ イ ト の 時 期 、 つ ま り
「 中 期 図 式 画 期 」（ F i g u r e  2 - 2 - 2 参 照 ） で あ り 、 描 画 対 象 へ の
イ メ ー ジ 機 能 が 明 確 化 す る 。 こ の 「 う ね う ね 線 」 や 「 う ず ま き
線 」 を 中 心 と す る 「 第 １ 段 階 」、「 単 交 円 」 や 円 ら し い 「 円 」 が
出 現 し 、 十 分 に 展 開 す る 「 第 ２ 段 階 」、 さ ら に 「 人 の 顔 」 や 「 ぬ
り つ ぶ し 」、 及 び 続 く 「 頭 足 人 」 の 出 現 す る 「 第 ３ 段 階 」 ま で の
発 達 過 程（ F i g u r e  2 - 2 - 1 及 び 2 - 2 - 2 の 左 端 参 照 ）、つ ま り 特 徴 的
描 画 内 容 が「 (１ )  う ね う ね 線 や う ず ま き 線 ＜ (２ )単 交 円 → 円 ら
し い 円 ＜ (３ )人 の 顔 ・ ぬ り つ ぶ し → 頭 足 人 」 の 順 序 で 進 む 発 達
過 程 は 、 １ ～ ３ 歳 児 の 描 画 発 達 の 過 程 と し て 特 に 重 要 な 「 分 岐
点 」 的 な 意 味 を 持 つ と 考 え る 。 そ こ で こ れ を 筆 者 の 想 定 す る 線
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描 発 達 に 関 す る 「 ３ 段 階 区 分 」 モ デ ル と し 、 第 Ⅲ 部 の 実 証 的 研
究 で は こ の 発 達 過 程 に 焦 点 化 し 、 発 達 の 要 因 と の 関 連 に つ い て
の 検 討 に 取 り 組 む こ と に す る 。  
 
第 ３ 節  G a r d n e r, H .  ( 1 9 8 0 )  ：『 子 ど も の 描 画 』  
G a r d n e r は 幼 児 か ら 青 年 期 ま で の 描 画 の 発 達 過 程 に つ い て 叙
述 し て い る が 、 こ こ で は 本 研 究 と の 関 連 上 、 年 少 幼 児 の 線 描 画
期 を 取 り 上 げ た 部 分 に 焦 点 を あ て 紹 介 す る 。 こ れ は 一 部 を 除 い
て 、 基 本 的 に は 息 子 ジ ェ リ ー の 事 例 研 究 に 基 づ き 考 察 さ れ て い
る 。  
 以 前 か ら な ぐ り 描 き を し て い た ジ ェ リ ー で は あ る が 、 １ 歳 ６
カ 月 頃 に な る と 、例 え ば「 一 連 の 点 や 弓 形 」（ F i g u r e  2 - 3 - 1 ( 1 ) ）
を 夢 中 に な っ て 描 き 、 終 わ る と G a r d n e r に 「 パ パ 」 と 呼 び か け
て 、 描 い た 紙 を 渡 す よ う に な っ た と い う 。 こ れ は 、 ジ ェ リ ー の
あ る 程 度 意 識 的 な 描 画 の 開 始 と 、 達 成 感 の 出 現 を 意 味 し て い る
と い え よ う 。 ま た 、 描 画 の 発 達 に お け る 「 人 と の か か わ り 」 の
重 要 性 に つ い て も 、 ふ れ て い る も の と も い え よ う 。 さ ら に １ 歳
1 1 カ 月 頃 に は 描 画 活 動 は 新 し い 段 階 に 入 り 、例 え ば 円 と 文 字 風
な 画 を 描 い て さ ら に 十 数 個 の 点 を 右 上 に 埋 め つ く す よ う に 描 き
加 え （ F i g u r e  2 - 3 - 1 ( 2 ) ）、 そ れ を 「 小 鳥 ち ゃ ん 」 と 呼 ん だ と 述
べ て い る 。こ れ は 初 め て の「 事 後 命 名 」の 出 現 と 考 え ら れ る が 、
G a r d n e r も 「 明 ら か に ２ 歳 児 が 描 く も の は 、 そ の 言 語 活 動 と 共
鳴 す る 」と 述 べ て い る 。さ ら に ジ ェ リ ー は ２ 歳 ２ カ 月 に な る と 、
初 め て 「 人 の 顔 」（ F i g u r e  2 - 3 - 1 ( 3 ) ） を 描 く の に 成 功 し た と い
う 。 こ れ は い く つ か の バ ラ バ ラ の 円 と そ の 中 に 入 れ ら れ た 複 数
の 円 か ら な っ て お り 、本 人 は 前 者 を「 顔 」と 、ま た 後 者 を「 目 」
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と そ れ ぞ れ 命 名 し た 。 つ ま り 描 画 対 象 へ の 「 命 名 」 も 、 描 画 発









( 1 )な ぐ り 描 き ： 点 や 弓 形   ( 2 )円 ： 初 め て の 事 後 命 名   ( 3 )人 の 顔  
F i g u r e  2 - 3 - 1   な ぐ り 描 き か ら 人 の 顔 へ   （ G a r d n e r , 1 9 8 0
よ り 引 用 )  
 
と こ ろ で 第 ２ 節 で も ふ れ た よ う に 、 K e l l o g g は 、「 人 間 の 顔 」
の 出 現 後 、 マ ン ダ ラ （ サ ン ス ク リ ッ ト 語 で 円 を 意 味 す る ） → 太
陽 人 → 頭 足 人 と 発 達 す る と 捉 え て い る 。 こ れ に 関 し て G a r d n e r
は 、「 マ ン ダ ラ は サ ン ス ク リ ッ ト 語 で 魔 法 の 輪 を 意 味 し 、あ る と
き は 、 円 環 状 の モ チ ー フ を 含 む す べ て の 象 徴 的 な 表 象 を 示 す の
に 使 わ れ る 語 で あ り 、 内 部 に 直 線 状 の 形 を 組 み 込 ん だ 円 環 状 の
形 を 特 別 に 指 し 示 す の に 使 わ れ る 語 で あ る 」 と 詳 細 に 再 定 義 し
て い る 。  ま た K e l l o g g の 、「 マ ン ダ ラ の 出 現 は 幼 児 な ら 誰 で も
た ど る 描 画 の 発 達 の 一 段 階 で あ り 、 そ の 順 序 は 秩 序 と 調 和 に 向
か う も の で あ る 」 と の 見 解 も 紹 介 し て い る 。 こ の 例 か ら も 分 か
る よ う に 、 G a r d n e r は 全 体 的 に は 、 K e l l o g g （ 1 9 6 9 ） の 描 画 の
発 達 に 関 す る 主 張 を 支 持 す る 方 向 に あ る と い え よ う 。  
 19 
ま た G a r d n e r は 、３ 歳 頃 の 幼 児 に み ら れ る 描 画 発 達 の ２ つ の
タ イ プ （ パ タ ー ナ ー と ド ラ マ テ ィ ス ト ） を 指 摘 し て い る 。 例 え
ば F i g u r e  2 - 3 - 2 の 左 は 典 型 的 な パ タ ー ナ ー の 描 画 で あ る 。こ れ
か ら 分 か る よ う に 、 こ の 型 の 幼 児 は い ろ い ろ な 方 向 へ の 線 引 き
を 楽 し み そ れ で 十 分 満 足 し 、 絵 に 対 し て の 「 命 名 」 は あ ま り し
な い と し て い る 。 一 方 、 例 え ば F i g u r e  2 - 3 - 2 の 右 は 典 型 的 な ド
ラ マ テ ィ ス ト の 描 画 で あ る 。 こ の 型 の 幼 児 は 描 画 中 周 り の 大 人
と や り と り し な が ら 、 活 発 に 「 命 名 」 を す る 。 ま た 、 イ メ ー ジ
を さ ら に ふ く ら ま せ て 、 最 近 起 こ っ た 出 来 事 や 想 像 話 を す る こ
と も 多 く 、 こ う し た 傾 向 は ド ラ マ テ ィ ス ト の 描 画 活 動 の 中 心 的
な 要 素 に な る と し て い る 。 さ ら に 、 こ の ２ つ の ど ち ら の 型 に も









【 考 察 】  
描 画 の 発 達 過 程 に つ い て 、 G a r d n e r が K e l l o g g を 基 本 研 究 と
し て 高 く 評 価 し て い る 点 は 興 味 深 い と こ ろ で あ る 。 ま た 事 例 の
中 で 、 描 画 の 発 達 要 因 に つ い て 若 干 の 指 摘 も し て い る 。 た だ こ
の 研 究 が 、 一 部 を 除 い て 基 本 的 に は 息 子 １ 名 に つ い て の 事 例 研
究 で あ る こ と か ら く る 限 界 は 、姪 １ 名 に つ い て の E n g に も 通 じ
 
 
F i g u r e  2 - 3 - 2    パ タ ー ナ ー (左 )と ド ラ マ テ ィ ス ト (右 )（ G a r d n e r , 1 9 8 0 よ り 引 用 )  
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る も の で あ ろ う 。  
 ま た ３ 歳 頃 の パ タ ー ナ ー と ド ラ マ テ ィ ス ト の 指 摘 は 、 描 画 発
達 に お け る 「 一 般 的 発 達 傾 向 」 と 「 個 人 差 」 の 問 題 に つ な が る
も の と し て 示 唆 に 富 ん で い る 。 特 に 「 個 」 に 応 じ た 指 導 ・ 援 助
を 基 本 と す る 今 日 の 保 育 実 践 に お い て は 、 見 落 と し て は な ら な
い 視 点 と も い え る 。 こ の 意 味 で 、 保 育 実 践 と の 関 連 を 念 頭 に 描
画 の 発 達 過 程 の 検 討 を 目 的 と す る 本 研 究 で は 、 こ の 問 題 は 興 味
深 い 内 容 の 一 つ と も 考 え ら れ る 。  
 
第 ４ 節  本 章 の 全 体 考 察 と 本 研 究 へ の 足 が か り  
以 上 、 E n g （ 1 9 5 4 ）、 K e l l o g g （ 1 9 6 9 ）、 G a r d n e r （ 1 9 8 0 ） の
３ 研 究 か ら は 、幼 児 期 の 描 画 の 発 達 の 基 盤 は 、「 中 期 ・ 後 期 な ぐ
り 描 き 期 」 及 び 「 初 期 ・ 中 期 図 式 画 期 」 に あ る と 考 え て よ い と
思 わ れ る 。  
 た だ し 、 E n g に つ い て は 、 例 え ば 「 単 交 円 」 に つ い て の 検 討
が 十 分 で な い な ど ス ク リ ブ ル の 内 容 に 問 題 が あ る と 考 え ら れ る 。
さ ら に 、 先 述 し た よ う に 、 姪 １ 名 に つ い て の 事 例 研 究 か ら 考 察
が 展 開 さ れ て い る 点 に も 、 研 究 の 妥 当 性 の 点 で 問 題 が な い と は
い え な い 。  
一 方 K e l l o g g は 、事 例 を 数 多 く 集 め て 考 察 し て い る こ と か ら 、
こ う し て 提 案 さ れ た 「 基 本 的 ス ク リ ブ ル 」 の 信 憑 性 は 高 い と い
え よ う 。 し か し 先 述 し た よ う に 、 年 少 幼 児 の 描 画 の 発 達 的 変 化
を 大 変 細 か く 現 象 的 に 記 述 し て い る も の の 、 個 々 の 発 達 現 象 を
貫 い て く み 取 れ る 「 発 達 過 程 」・「 発 達 段 階 」 を 明 確 に す る と い
う 姿 勢 は 強 く は な い 。 ま た 、 描 画 発 達 の 要 因 と し て の 言 語 面 と
の 関 係 に つ い て の 検 討 も 十 分 と は い え な い 。 こ れ ら は 問 題 と し
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て 残 る と こ ろ で あ る 。 し か し 何 と い っ て も 基 本 的 ス ク リ ブ ル の
指 摘 は 、 幼 児 の 保 育 実 践 の 視 点 か ら は 極 め て 意 義 深 い も の と い
え よ う 。  
G a r d n e r は 、 描 画 の 発 達 過 程 の 検 討 も 行 っ て い る し 、 発 達 の
要 因 に つ い て も ふ れ て い る 。 ま た 、 パ タ ー ナ ー と ド ラ マ テ ィ ス
ト に よ る 「 個 人 差 」 の 指 摘 も 、 保 育 実 践 の 視 点 か ら は 興 味 深 い
問 題 で も あ る 。た だ E n g 同 様 、一 部 を 除 い て 基 本 的 に は 息 子 １
名 に 関 す る 事 例 研 究 か ら 考 察 が 展 開 さ れ て い る 点 に は 、 研 究 方
法 上 の 限 界 を 感 じ ざ る を え な い 。  
    以 上 の 諸 点 を ふ ま え て 本 研 究 で は 、「 描 画 の 発 達 過 程 」に つ い
て は K e l l o g g の 発 達 論 を 基 盤 と し 、 他 の 研 究 者 や 筆 者 の 想 定 も
交 え な が ら 検 討 を 進 め て い く こ と に し た 。 ま た 「 描 画 の 発 達 要
因 」 に つ い て は 、 こ れ ら ３ つ の 海 外 の 基 礎 的 ・ 基 本 的 研 究 で は
あ ま り 取 り 上 げ ら れ て い な い か 、 取 り 上 げ ら れ て い る 場 合 も 実
証 性 の 点 で 十 分 と は い え な い こ と が 問 題 点 と し て 残 る 。 そ こ で
次 章 で は 本 邦 の 代 表 的 研 究 に よ り 、 発 達 過 程 と と も に 、 特 に 要
因 に つ い て の 考 察 を よ り 深 め 、 第 Ⅲ 部 の 実 証 的 研 究 に つ な ぐ 。  
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第３章  本邦の先行研究  
          
第 ２ 章 で は 、 １ ～ ３ 歳 児 の 描 画 の 発 達 過 程 ・ 発 達 段 階 像 を 明
ら か に す る た め に 、 ３ つ の 海 外 の 基 礎 的 ・ 基 本 的 研 究 の 紹 介 ・
考 察 を 行 っ た 。 本 章 で は 、 こ れ ら の 基 礎 的 ・ 基 本 的 研 究 を ふ ま
え て そ の 後 展 開 さ れ た 研 究 の 中 、 本 邦 に お け る ３ つ の 代 表 的 研
究 で あ る 山 形（ 1 9 8 8 ）、鈴 木（ 2 0 0 0 ）、新 見（ 2 0 1 0 ）を 取 り 上 げ 、
紹 介 ・ 考 察 す る 。 選 ん だ 理 由 と し て は 、 山 形 と 新 見 の 研 究 は 、
描 画 の 発 達 を 「 継 続 的 」 に と ら え 、 し か も 詳 細 な 発 達 段 階 を 提
唱 し て い る か ら で あ る 。 ま た と も に 、 第 ２ 章 第 ４ 節 で 述 べ た よ
う に 海 外 の 基 礎 的 ・ 基 本 的 研 究 で は 不 十 分 で あ っ た 「 発 達 の 要
因 」 に つ い て も 取 り 上 げ て い る 点 で あ る 。 特 に 新 見 は 、 発 達 要
因 と し て の イ メ ー ジ や 言 語 の 発 達 、 ま た 人 と の 関 わ り の 重 要 性
を 指 摘 し て お り 、 こ の 点 で 保 育 実 践 に 与 え る 示 唆 は 大 と し て 保
育 現 場 で 支 持 さ れ て い る 考 え 方 の 一 つ で あ る 。 一 方 鈴 木 の 研 究
は 、描 画 の「 一 般 的 な 発 達 過 程 」を 認 め つ つ 、そ の 現 れ に は「 多
様 性 ・ 多 方 向 性 」 が み ら れ る と 主 張 し て い る 点 に 特 徴 が あ り 、
保 育 実 践 の 上 か ら は こ れ も ま た 興 味 深 い 指 摘 と 思 わ れ る か ら で
あ る 。  
           
第 １ 節  山 形 ( 1 9 9 8 )：『 ０ ～ ３ 歳 の 描 画 に お け る 表 象 活 動
の 分 析 』  
 山 形 は 、従 来 の 基 本 研 究（ 例 え ば 、E n g , 1 9 3 1； G a r d n e r , 1 9 8 0
な ど ） で は 、 幼 児 の 描 画 発 達 の 初 期 段 階 は 「 な ぐ り 描 き 期 」、
つ ま り 単 に 無 意 味 な 線 描 を す る 時 期 と し て 捉 え ら れ て き た と 批
判 し 、 こ の 時 期 は 発 達 心 理 学 的 に み て 十 分 に 意 味 の あ る 時 期 で
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は な い か と 指 摘 す る 。 ま た 、 従 来 の 研 究 で は 描 画 の 発 達 要 因 と
し て 、 身 近 な 周 り の 人 と の 「 か か わ り あ い 」 の 効 果 が 述 べ ら れ
る こ と は あ る も の の 、 そ れ は 観 察 対 象 児 の 月 齢 を 追 っ て 「 継 続
的 」 に 研 究 さ れ た も の で は な い と も 指 摘 す る 。 そ こ で 継 続 的 な
研 究 が 必 要 と し て 、 長 女 （ M ） １ 名 を 観 察 対 象 と す る 、 出 生 時
か ら ３ 歳 ま で に わ た る 事 例 研 究 を 縦 断 的 に 行 っ て い る 。 分 析 資
料 は 、 家 庭 で M  が 自 発 的 に 描 い た 描 画 2 9 2 枚 、 そ の 描 画 時 の
観 察 記 録 、 さ ら に 全 般 的 な 発 達 特 徴 を 記 録 し た 育 児 日 誌 で あ っ
た 。 描 画 時 の 観 察 記 録 は 発 語 と 描 き 方 を 内 容 と し 、 M の 単 独 の
描 画 活 動 の 場 合 と 、 家 族 と の か か わ り あ い を も ち な が ら 描 い た
場 合 と の ２ 面 で 分 析 さ れ た 。  
多 く の エ ピ ソ ー ド が 報 告 さ れ て い る が 、 こ こ で は 「 な ぐ り 描
き 期 」 の 中 で 純 粋 な 「 な ぐ り 描 き 」 か ら 「 図 式 化 が 進 む 時 期 」
へ の 描 画 の 発 達 の 特 徴 、 特 に 身 近 な 周 り の 人 と の 「 か か わ り あ
い 」 の 中 で の 発 達 を よ く 示 す 事 例 に 焦 点 化 し て 紹 介 し た い 。          
１ 歳 ３ カ 月 に な る と 、 M に は 鉛 筆 を 大 人 に 渡 し 描 画 を 求 め る
と い う 行 動 が 現 れ（ F i g u r e  3 - 1 - ( 1 ) ）ま た １ 歳 ８ カ 月 に な る と 、
相 手 の 描 い て い る 紙 へ の 描 き 加 え （ F i g u r e  3 - 1 - ( 2 ) ） な ど も み
ら れ た 。 こ う し た 行 動 は 、 １ 歳 児 が 相 手 と の 「 か か わ り あ い 」
の 中 で 、 描 画 が 「 な に か を 表 現 で き る 」 こ と を 理 解 し 、 そ こ か
ら 「 表 現 し た い と い う 欲 求 」 が 強 化 さ れ て い く こ と 示 す も の と
し て 解 釈 さ れ て い る 。 １ 歳 ４ カ 月 に な る と 、 自 分 の 描 い た も の
に 対 す る 漠 然 と し た 「 命 名 」 が 出 現 し 、 次 に ２ 歳 に な る と 、 自
分 の 描 い た も の に 対 し て ト ト （ 魚 ） と 命 名 す る な ど 、 描 い た も
の と 命 名 と の マ ッ チ ン グ が 出 現 し た 。 さ ら に ２ 歳 ２ カ 月 に は 、
「 ガ ン モ（ テ レ ビ の 主 人 公 ）を 描 く 」と 事 前 命 名 し て 描 い た が 、
 24 
こ れ は 対 象 に ほ ぼ 対 応 す る 自 力 に よ る 描 画 で あ る と し て 捉 え ら
れ て い る 。 そ の 後 Ｍ に は 「 円 状 の な ぐ り 描 き 」 が 現 れ 、 ２ 歳 ３
カ 月 で は 、 傍 に い た 大 人 と 共 同 作 業 し て 、 車 （ ラ イ ト 、 窓 、 前
輪 ）（ F i g u r e  3 - 1  - ( 3 ) ） を 描 い た 。 や が て 自 力 で 円 ら し い 「 円 」
を 描 く よ う に な り 、さ ら に ２ 歳 ７ カ 月 に な る と 自 力 で「 人 の 顔 」
も 描 く よ う な っ た と い う 。  
こ う し た エ ピ ソ ー ド を ま と め 山 形 は 、 結 論 と し て 、 第 一 に 、
「 な ぐ り 描 き 期 」 を 無 意 味 な 線 描 を す る 時 期 と し て 軽 視 す る の
で は な く 、こ の 後 半 に は「 図 式 化 が 進 む 時 期 」が 含 ま れ る こ と 、
そ こ で は 描 画 に よ り 「 な に か を 表 現 で き る 」 こ と の 理 解 と 「 表
現 し た い と い う 欲 求 」 の 強 化 が 進 み 、 や が て 「 自 力 に よ る 描 画
の 開 始 」 へ と 発 達 し て い く こ と を 指 摘 し て い る 。 つ ま り こ の 時
期 を 、「 表 現 活 動 の 基 盤 形 成 」の 時 期 と し て 重 要 視 し 、詳 細 な ６
つ の 発 達 段 階 を 設 定 し て い る 。 ま た 、 結 論 の 第 二 と し て 、 描 画
時 の 周 り の 人 と の 「 か か わ り あ い 」 の 重 要 性 は 、 今 回 の 継 続 的
事 例 分 析 の 結 果 か ら 妥 当 と 認 め ら れ る と 主 張 し て い る 。  
な お 山 形 （ 2 0 0 0 ） は 、 そ の 後 こ の 研 究 （ 山 形 , 1 9 8 8 ） も 含 め
て 自 己 の 諸 研 究 を ま と め 、 描 画 の 発 達 に 関 し て 、 特 に シ ン ボ ル







F i g u r e  3 - 1  他 者 と の か か わ り の 下 で の 描 画   
（ 山 形 , 1 9 8 8 よ り 引 用 ）  
 
【 考 察 】  
山 形 の 結 論 の 第 一 で あ る 、「な ぐ り 描 き 期 」は 単 な る 無 意 味 な
線 描 を す る 時 期 で は な く そ の 後 半 に は 「 図 式 化 が 進 む 時 期 」 が
含 ま れ 、 こ れ は 「 表 現 活 動 の 基 盤 形 成 」 の 時 期 と し て 重 要 な 意
味 を 持 つ と の 指 摘 は 、 説 得 性 の 高 い も の と い え る 。 ま た 山 形 の
主 張 す る 「 図 式 化 が 進 む 時 期 」 の 発 達 段 階 の 捉 え 方 は 細 密 で あ
り 、 こ れ も 説 得 性 は 高 い 。  
し か し 、 こ う し た 主 張 が い く ら 縦 断 的 ・ 継 続 的 研 究 に 基 づ き
行 わ れ た と は い え 、 観 察 ・ 分 析 対 象 を 長 女 １ 名 と し た 点 に つ い
て は 、 前 章 の 姪 １ 名 と し た E n g （ 1 9 5 4 ） や 息 子 １ 名 と し た
G a r d n e r （ 1 9 8 0 ） 同 様 、 感 情 移 入 に よ る 客 観 性 の 保 障 の 点 で 問
（ １ ） 他 者 に 描 画 （ 自 動
車 ） を 求 め 、 そ の 上
に 描 く － １ 歳 ３ カ 月  
 
（ ２ ） 他 者 の 描 画 （ 自 動 車 ）
の 特 定 部 位 上 （ 車 ） に
描 く － １ 歳 ８ カ 月  
 
（ ３ ） 相 手 と の 共 同 作 業
で 、自 動 車 の 輪 郭 と
後 輪 以 外 を 描 く －
２ 歳 ３ カ 月   
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題 が あ る の で は な い か と 考 え る 。 山 形 も 認 め て い る よ う に 、 我
が 子 な ど の 近 親 者 以 外 に つ い て の 事 例 数 を 増 や す 必 要 が あ ろ う 。
さ ら に い え ば 、 描 画 の 一 般 的 発 達 過 程 を 検 討 ・ 明 確 化 す る 上 で
は 、 極 め て 少 数 の 観 察 ・ 分 析 対 象 者 を 用 い て の 事 例 研 究 の み で
は 、 方 法 論 的 に 限 界 が あ る と い う こ と で は な い か と 考 え る 。 事
例 研 究 に よ り 浮 か び 上 が っ た 発 達 過 程 上 の 諸 現 象 に つ い て 、 次
の 段 階 と し て は 多 数 、 ま た は 無 理 な ら 一 定 数 以 上 の 観 察 ・ 分 析
対 象 者 を 用 い て 、 ま た 感 情 移 入 を 防 ぐ 上 か ら は 発 達 段 階 を 評 定
す る 客 観 的 評 価 基 準 も 導 入 し て 、 検 討 ・ 一 般 化 を 行 う こ と が 必
要 と 考 え る 。 本 研 究 で は 、 第 Ⅲ 部 で こ れ に 取 り 組 む 。  
次 に 山 形 は 、 幼 児 の 描 画 の 発 達 要 因 と し て 周 り の 人 と の 「 か
か わ り あ い 」 の 効 果 を 確 認 し た と し 、 さ ら に こ の 効 果 性 は ２ 歳
過 ぎ か ら ２ 歳 前 半 頃 ま で が 最 盛 期 で あ り 、 ２ 歳 中 頃 を 過 ぎ る と
幼 児 は 自 力 描 画 が 主 流 に な り 、 周 り の 大 人 と の か か わ り あ い の
効 果 は 相 対 的 に 低 下 す る と し て い る 。 し か し 筆 者 は 、 保 育 士 と
し て の 長 年 の 観 察 か ら 、 こ の 自 力 描 画 の 段 階 に な っ て も 、 幼 児
の 描 画 活 動 に 果 た す 大 人 と の か か わ り あ い の 重 要 性 は 低 下 せ ず 、
依 然 と し て 大 き い と 考 え て い る 。本 研 究 で は 、こ れ に つ い て も 、
第 Ⅲ 部 で 検 討 に 取 り 組 む 。  
 
第 ２ 節   鈴 木 ( 2 0 0 0 )：『 美 術 教 育 』  
鈴 木 に よ れ ば 、 年 少 の 幼 児 の 描 画 の 発 達 過 程 は 、 現 在 一 般 的
に 広 く 支 持 さ れ て い る 「 段 階 説 」 で は 、 次 の よ う に 捉 え ら れ て
い る と い う 。 ま ず 、 １ 歳 過 ぎ に 「 な ぐ り 描 き 」 が 始 ま る が 、 や
が て 紙 面 上 で な ぐ り 描 き が い く つ か の 箇 所 に 分 離 し て 部 分 的 に
ま と ま る よ う に な る 。 次 に ２ 歳 に な る と 、 円 ら し い 円 に 代 表 さ
 27 
れ る 「 閉 じ た 形 ― 幾 何 学 図 形 」 の 描 画 が 始 ま る 。 そ の 後 ３ 歳 前
後 に な る と 、 自 分 が 描 け る 幾 何 学 図 形 を 使 っ て 身 の ま わ り の も
の を 「 表 現 」 し よ う と す る 「 形 態 画 期 」 に 入 る 。 そ の 後 こ の 分
化 は 進 み 、 や が て 大 人 に も 見 当 が つ く 画 を 描 く よ う に な る 。 そ
の 典 型 例 が 「 人 の 絵 」 で あ り 、 初 め は 大 き な マ ル の 中 に 大 雑 把
に 目 や 口 が 描 か れ る と い っ た 単 純 な も の で あ る が 、 そ の 後 次 第
に 分 化 し 、 や が て 明 確 に 人 と わ か る 「 頭 足 人 」 が 描 か れ る よ う
に な る 。  
鈴 木 は 、 段 階 説 に よ る こ う し た 捉 え 方 に は 、 描 画 は 基 本 的 に
対 象 の 視 覚 的 構 造 を 表 現 す る 方 向 で 分 化 し て い く と い う 考 え 方 、
つ ま り 「 単 一 の 方 向 性 」 が 想 定 さ れ て い る と 指 摘 す る 。 勿 論 鈴
木 も 、 上 記 の 発 達 過 程 を 紹 介 ・ 記 述 し て い る こ と か ら も 分 か る
よ う に 、 こ う し た 発 達 の 一 般 的 な 道 筋 は 認 め て い る 。 し か し そ
の 一 方 で 、 年 少 幼 児 の 描 画 は 一 定 の 方 向 や 順 序 性 の み で 展 開 す
る と は 限 ら ず 、 そ の 発 達 の 現 れ 方 に は 「 多 様 性 ・ 多 方 向 性 」 が
存 在 す る と 主 張 し 、 こ れ を 自 己 や 他 者 の 研 究 の 引 用 に よ り 、 描
画 発 達 の 段 階 を 追 っ て 順 次 検 討 し て い る 。  
ま ず 鈴 木 は 、 一 般 的 に 支 持 さ れ て い る 「 な ぐ り 描 き か ら 図 式
画 」 へ の 発 達 過 程 は 大 筋 で 妥 当 で あ る と す る 。 し か し 、 描 画 の
発 達 は な ぐ り 描 き か ら し か 始 ま ら な い の か 、 つ ま り 「 形 」 を 描
き 始 め る に は そ の 前 に な ぐ り 描 き を す る こ と が 前 提 条 件 で あ る
の か 、 と の 問 題 提 起 を し て い る 。 こ れ に つ い て 鈴 木 は 、 A l l a n d
（ 1 9 8 3 ） の 『 バ リ 島 の ２ ～ ６ 歳 の 被 験 者 の 中 で 、 典 型 的 な な ぐ
り 描 き を し た の は １ 名 だ け （ ３ 歳 ） で あ り 、 多 く の 幼 児 は 多 様
な 色 を 使 い 、 小 さ な 「 形 」 で 画 面 を ぎ っ し り 埋 め 尽 く し た 』 と
の 報 告 を 引 用 ・ 紹 介 し て い る 。 つ ま り 、 幼 児 は 必 ず し も な ぐ り
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描 き か ら 描 画 を 始 め る わ け で は な い し 、 な ぐ り 描 き を し な く て
も 円 や 十 字 等 の 形 が 描 け 、 そ れ ら を 組 み 合 わ せ て 図 式 画 が 描 け
る と 主 張 す る の で あ る 。  
次 に 「 形 か ら 表 現 （ シ ン ボ ル と し て の 形 の 使 用 ） 」 へ 発 達 す
る 過 程 に つ い て も 、同 様 な 主 張 を し て い る 。証 拠 の １ 例 と し て 、
自 己 の 観 察 研 究 で 、 円 や 四 角 と い っ た 「 形 」 を 描 け る よ う に な
っ た ３ 歳 の 子 ど も が そ れ ら を 組 み 合 せ て ト ラ ッ ク を 描 こ う と し
て 、「 顔 み た い 」に な っ た り「 カ メ み た い 」に な っ た り と い う 試
行 錯 誤 を 繰 り 返 し た 末 に ト ラ ッ ク を 描 い た こ と 、 し か し 次 の 描
画 で は ま た 「 表 現 が 崩 れ て し ま っ た 」 こ と を あ げ て い る 。 こ の
例 を ふ ま え て 鈴 木 は 、「 形 」か ら「 表 現 」へ と い う 発 達 過 程 は 一
般 的 に は 正 し い も の で あ る が 、そ の 過 程 は 、「 一 方 向 的 」で は な
く 、 移 行 期 で は 、 行 き つ 戻 り つ と い っ た 「 多 様 な 形 態 の 出 現 」
が 生 じ う る と 指 摘 し て い る 。  
結 論 と し て 鈴 木 は 、「 な ぐ り 描 き ― 形 ― 表 現（ シ ン ボ ル と し て
の 形 の 使 用 ）」と い う 描 画 の 発 達 は 、一 方 向 的 ・ 因 果 的 に 結 び つ
い て い る と は 限 ら ず 、 そ の 現 れ に は 「 多 様 性 ・ 多 方 向 性 」 が み
ら れ る と 主 張 す る の で あ る 。  
【 考 察 】  
 鈴 木 は 、 年 少 の 幼 児 の 描 画 の 発 達 に つ い て 描 画 の 「 一 般 的 な
発 達 過 程 」 を 認 め つ つ 、 そ の 現 れ に は 「 多 様 性 ・ 多 方 向 性 」 が
み ら れ る と 指 摘 し て い る 。 そ れ ど こ ろ か 、 た と え ば 「 断 続 的 な
発 達 過 程 」 を 示 す こ と さ え あ る と も 指 摘 し て い る 。 そ の 例 と し
て 、そ れ ま で 絵 を 描 い た こ と の な い 幼 児 で も 、ペ ン を 渡 す と「 人
の 絵 」 を 描 く こ と が あ る と の 報 告 を あ げ て い る 。 こ れ に つ い て
は 、 幼 児 期 の 発 達 は 段 階 を 一 つ ず つ 踏 ん で 進 ん で い く と い う の
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が 保 育 士 の 通 常 の 捉 え 方 で あ り 、 ま た 今 ま で の 保 育 経 験 の 中 で
上 例 の よ う な 幼 児 を 実 際 に 観 察 し た こ と が な い こ と か ら 、 当 初
納 得 で き な か っ た の で あ る 。  
し か し あ る 研 究 者 か ら 、「 保 育 実 践 の 場 で は 、こ の よ う な 視 点
も あ っ て よ い の で は な い か 」 と の 意 見 を 示 さ れ た 。 例 え ば 、 乳
児 の 歩 行 の 開 始 に 向 け て 、 保 育 現 場 で は 一 般 的 に 、 そ の 前 提 と
し て 捉 え ら れ て い る 「 這 う 」 こ と に 力 点 を お い て 援 助 す る こ と
が 多 い 。 し か し 、 這 う こ と を あ ま り 経 験 し な か っ た 乳 児 も 、 歩
行 の 開 始 時 に 周 囲 の 援 助 を 受 け て 十 分 に こ れ に 取 り 組 む な ら ば 、
問 題 は 生 じ な い こ と が 多 い の で あ る 。 従 来 這 う こ と に 力 点 を 置
く あ ま り 、 多 く の 保 育 士 が 乳 児 に 這 う こ と を 求 め 過 ぎ 、 そ の た
め 自 立 要 求 の 発 達 な ど の 面 で 乳 児 に 問 題 を 残 す こ と も な か っ た
と は い え な い 。  
し か し こ の こ と は 歩 行 と い う 運 動 面 の 発 達 の み な ら ず 、 描 画
の 発 達 に  
つ い て も あ て は ま る こ と で は な か ろ う か 。 勿 論 保 育 士 は 、 １ ～
３ 歳 児 の 描 画 発 達 に つ い て 、 特 に 重 要 な 分 岐 点 的 な 意 味 を 持 つ
と 考 え ら れ る 発 達 過 程 、 つ ま り 第 １ 段 階 で あ る 「 う ね う ね 線 」
や 「 う ず ま き 線 」 の 出 現 、 次 い で 第 ２ 段 階 の 「 単 交 円 」 の 出 現
か ら こ れ に 続 く 円 ら し い 「 円 」 の 出 現 、 さ ら に 第 ３ 段 階 の 「 人
の 顔 」・「 ぬ り つ ぶ し 」、 及 び 続 く 「 頭 足 人 」 の 出 現 と い う 、 発
達 過 程 の 大 筋 に 関 す る 認 識 は 大 切 に し な け れ ば な ら な い 。 し か
し そ の 一 方 、 描 画 の 力 が 発 達 段 階 を 追 っ て 発 達 し て い く こ と を
む や み に 幼 児 に 求 め る の で は な く 、 ま ず は そ の 子 ど も が 「 楽 し
さ を 味 わ う 」 こ と を 第 一 と す る の が 基 本 で は な い か と 考 え る 。
そ の 意 味 で は 、幼 児 が 描 画 活 動 を「 し っ か り 楽 し め る よ う 」に 、
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援 助 の 内 容 に 工 夫 を こ ら す こ と が 特 に 重 要 に な ろ う 。 そ の 一 つ
と し て 、 幼 児 に と っ て 「 生 活 が 遊 び で あ り 」 ま た そ の 逆 で も あ
っ て 、 基 本 的 に 重 要 な 意 味 を も つ 「 遊 び 」 に 注 目 し 、 描 画 活 動
の 際 に こ れ を 援 助 の 内 容 と し て 、 さ ら に 積 極 的 に 組 み 込 む こ と
を 考 え て も よ い と 思 わ れ る 。 本 研 究 で は 、 第 Ⅲ 部 で こ の 効 果 性
の 検 討 に 取 り 組 む 。  
 
第 ３ 節  新 見 （ 2 0 1 0）：『 子 ど も の 発 達 と 描 く 活 動 』   
 新 見（ 2 0 1 0 ）で は 、年 少 幼 児 の 描 画 の「 発 達 過 程 」も「 要 因 」
も と も に 取 り 上 げ ら れ て い る が 、そ れ ら に 通 底 す る の は 強 い「 保
育 実 践 」 の 視 点 で あ る 。 す な わ ち 、 年 少 幼 児 の 描 画 の 発 達 過 程
を 述 べ 、 そ の 発 達 を 進 め る 上 で 基 軸 と な る 、 保 育 所 で 行 う 「 指
導 ・ 援 助 」 の あ り 方 に つ い て 焦 点 を 置 い て 論 述 し て い る 。  
F i g u r e  3 - 3 は 、 新 見 の 「 幼 児 の 描 画 の 発 達 過 程 ・ 発 達 観 」 を
示 し た も の で あ る 。ま ず ０ 歳 児 ク ラ ス（ ０ ～ １ 歳 ）に お い て は 、
「 感 覚 あ そ び 」を 楽 し む こ と が 基 盤 に な る 。１ 歳 過 ぎ 頃 か ら「 描
く 活 動 」 が 始 ま り 、 点 が 出 現 し 、 つ い で 往 復 線 、 さ ら に １ 歳 後
半 頃 か ら ２ 歳 前 頃 に か け て グ ル グ ル 丸 （ 本 研 究 で の 「 う ず ま き
線 」 に 当 た る ） が 出 現 す る な ど 、 な ぐ り 描 き を 楽 し む よ う に な
る 。 こ の 時 期 の 担 任 保 育 士 の 援 助 の あ り か た と し て は 、 幼 児 の
描 く 楽 し さ に 寄 り 添 っ て と も に 喜 び 合 う 「 共 感 」 の 言 葉 か け に
留 意 し 、 幼 児 の 「 描 く 意 欲 と 喜 び 」 を 深 め て い く こ と が 大 切 で
あ る と し て い る 。続 い て １ 歳 児 ク ラ ス（ １ ～ ２ 歳 ）に お い て は 、
担 任 は 水 性 フ ェ ル ト ペ ン （ マ ー カ ー ）、 ス テ ィ ッ ク 式 ク レ ヨ ン 、
た ん ぽ 筆 な ど 素 材 や 用 具 を 工 夫 し て 準 備 し 、 幼 児 が 円 状 の な ぐ
り 描 き を 楽 し む よ う に 援 助 す る こ と が 重 要 で あ る と し て い る 。
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こ れ を 通 じ て 幼 児 に は み た て 活 動 が 発 達 し 、 ま た つ も り 表 現 に
よ る 「 伝 え る 喜 び 」 も 芽 生 え 始 め る と し て い る 。 次 に ２ 歳 児 ク
ラ ス （ ２ ～ ３ 歳 ） で は 、 ２ 歳 半 ば に な る と 円 ら し い 「 円 」 が 出
現 す る が 、 こ れ は 何 を 描 く か 幼 児 が イ メ ー ジ を も っ て 描 き 始 め
た こ と を 示 し て い る と す る 。 さ ら に ３ 歳 前 後 に な る と 円 は 極 め
て 活 発 に 描 か れ る よ う に な り 、 例 え ば 新 見 が 「 丸 の フ ァ ン フ ァ
ー レ 」 と よ ぶ 多 数 の 円 ら し い 円 を 画 面 い っ ぱ い に 描 く よ う に も
な る 。 新 見 は 、 こ う し た 現 象 を 「 つ も り 表 現 」 の 一 層 の 活 発 化
と し て 捉 え 、 具 体 的 な 「 形 」 に よ る 表 現 の 幕 開 け と 指 摘 し て い
る 。こ れ は 、本 研 究 で い う「 初 期 図 式 画 期 」の 開 始 と い え よ う 。
ま た 続 く 本 研 究 で い う「 中 期 図 式 画 期 」に 当 た る 時 期 に は 、「 人
の 顔 」 が 出 現 す る こ と も 報 告 し 、 こ れ は イ メ ー ジ し た も の を 何
ら か の 形 で 表 現 す る こ と が さ ら に 進 む こ と を 意 味 す る と し て い
る 。 こ の よ う に 、 新 見 は 描 画 の 発 達 の 基 底 と し て 「 イ メ ー ジ 発
達 」 を 想 定 し 、 １ ～ ３ 歳 の 時 期 を み た て 活 動 （ 描 画 後 に 描 い た
画 に 対 し て イ メ ー ジ を も ち 命 名 す る こ と ）、及 び つ も り 活 動（ 描
画 前 か ら 描 い た 画 に 対 し て イ メ ー ジ を も ち 命 名 す る こ と ） の 時
期 と し て 重 視 し て い る 。  
次 に 上 記 の 発 達 を 進 め る 「 要 因 」 に 関 し て 新 見 は 、 乳 幼 児 の
す ば ら し い 表 現 の 基 軸 は 、 毎 日 の 「 生 活 」 に 基 づ く 「 イ メ ー ジ
の 生 成 」 と そ の 「 伝 え あ い 」 に あ り 、 こ れ は 周 り の 大 人 や 他 児
と の 関 係 性 の 深 ま り に 結 び つ い て 充 実 し て い く と 主 張 し て い る 。
し た が っ て 、 保 育 所 で の 描 画 の 指 導 ・ 援 助 の 基 本 は 、 乳 幼 児 の
生 活 を 基 盤 に し て 常 に 表 現 に つ な ぐ よ う に 援 助 す る こ と で あ り 、
そ れ に は 、 担 任 が 幼 児 の 気 持 ち に 「 共 感 」 す る こ と 、 幼 児 の 描
画 に よ る 伝 え る 力 を 引 き 出 し 、 描 画 に よ る 喜 び が 増 し て い く よ
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う な 「 対 話 」 を し て い く こ と が 、 極 め て 重 要 で あ る と 指 摘 し て
い る 。 具 体 的 に は 、 第 一 に 、 個 々 の 幼 児 が 日 々 自 分 の 気 持 ち を
伝 え ず に は お れ な い よ う な 満 足 感 に み ち た 保 育 所 生 活 を 保 証 す
る こ と 、 第 二 に 、 描 く 場 所 と 時 間 を 保 証 し 、 描 き 伝 え る 対 話 活
動 を 日 々 の 保 育 生 活 の 中 に 位 置 づ け る こ と 、 第 三 に 、 描 画 時 担
任 は 聞 き 手 に も あ る い は 語 り 手 に も な り 、 瞬 間 を 共 感 関 係 の 場
に す る よ う 心 を 傾 け る こ と が 大 切 で あ る と し て い る 。
   
F i g u r e  3 - 3   ０ 歳 ク ラ ス（ ０ ～ １ 歳 ）、１ 歳 ク ラ ス（ １ ～ ２ 歳 ）
及 び ２ 歳 ク ラ ス （ ２ ～ ３ 歳 ） の 描 画 活 動 の 全 体







【 考 察 】                                    
新 見 の 研 究 は 筆 者 が 日 々 の 保 育 で 参 考 に し て い る 文 献 の 一 つ
で も あ り 、賛 同 す る 点 が 多 い 。第 一 に 、「 円 ら し い 」円 の 出 現 を
重 視 し て い る 点 で あ る 。 第 二 に 、 幼 児 が 円 を 描 く に は 、 イ メ ー
ジ が 必 要 で あ る こ と か ら 、 円 は 図 式 画 期 の 初 期 段 階 と 考 え て い
る 点 で あ る 。 ま た 円 の 描 画 は 、 周 り の 保 育 者 や 親 な ど の 大 人 や
他 児 と の か か わ り あ い を 通 じ て 、 展 開 ・ 発 達 し て い く と 主 張 し
て い る 点 で あ る 。第 三 に 人 の 画 の 出 現 を 重 視 し て い る 点 で あ る 。 
一 方 新 見 の 考 え と 異 な る 点 も あ る 。 幼 児 の 描 画 発 達 の 重 要 な
段 階 と 筆 者 が 想 定 し て い る「 第 ２ 段 階 」で は 、新 見 の よ う に「 円
ら し い 」「 円 」 の 出 現 よ り も 、 そ れ よ り 早 く す る 「 単 交 円 」 の 出
現 の 方 を 重 視 し て い る 点 で あ る 。 こ れ に つ い て は 改 め て 第 ４ 節
で 述 べ る 。  
 
第 ４ 節  本 章 の 全 体 考 察 と 本 研 究 へ の 足 が か り  
こ れ ま で 述 べ て き た よ う に 、山 形（ 1 9 8 8 ）と 新 見（ 2 0 1 0 ）は 、
描 画 は 「 発 達 段 階 」 の 順 を 追 っ て 発 達 す る と 主 張 し て い る 。 一
方 鈴 木 （ 2 0 0 0 ） は 、 必 ず し も 一 つ ず つ 段 階 を 追 わ な く と も 描 画
の 力 は 発 達 し う る と 主 張 し て お り 、 三 者 間 に こ の 点 で 不 一 致 が
み ら れ る 。 ま た 、 山 形 と 新 見 は 、 描 画 の 発 達 の 要 因 と し て 、 描
画 時 の「 人 と の か か わ り 」を 重 視 し て い る 点 で も 一 致 し て い る 。
筆 者 も 人 と の か か わ り な く し て は 、 幼 児 の 描 画 の 発 達 は あ り え
な い と 考 え て お り 、 鈴 木 が こ れ に ふ れ て い な い 点 に は 疑 問 を 感
じ る 。  
と こ ろ で 三 者 は 、 線 描 画 期 に お け る 「 人 の 顔 」 の 出 現 を 、 形
か ら 「 イ メ ー ジ を 表 現 す る 」 描 画 へ の 分 岐 点 と し て 重 視 し て い
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る 点 で は 一 致 し て い る 。 ま た 人 の 顔 が 出 現 す る た め に は 、「 手
指 ・ 手 首 の 自 己 制 御 」 が 発 達 し て 線 を 止 め ら れ る よ う に な る こ
と が 基 本 で あ り 、 運 動 面 の 発 達 の 必 要 性 を 指 摘 し て い る 点 で も
一 致 し て い る 。 こ う し た 彼 ら の 描 画 発 達 に 関 す る 見 解 は 、 筆 者
の 立 ち 位 置 で も あ る 。  
一 方 で 、 い ず れ の 研 究 も 「 単 交 円 」 の 出 現 を そ れ ほ ど 重 視 し
て い な い 点 に は 疑 問 を 感 じ て い る 。 筆 者 は 、 単 交 円 の 出 現 は 幼
児 が 円 を 描 こ う と 考 え て な ぐ り 描 き し て い る の で あ り 、 描 画 発
達 の 基 本 前 提 と な る 「 イ メ ー ジ 」 の 発 達 、 つ ま り 「 認 知 面 」 の
発 達 を 示 す も の と 考 え る 。 ま た 単 交 円 を 描 く 際 に は 、 手 首 を あ
る 程 度 コ ン ト ロ ー ル し て 線 を 止 め よ う と 試 み て い る こ と か ら 、
描 画 発 達 の も う 一 つ の 基 本 前 提 と な る 「 手 首 の 自 己 制 御 」 の 発
達 と も 関 連 す る も の と 考 え る 。こ の よ う な こ と か ら 筆 者 は 、「単
交 円 」 の 出 現 は 幼 児 の 描 画 の 発 達 上 重 要 な 意 味 を 持 つ と 想 定 し
て お り 、 第 Ⅲ 部 で こ れ に つ い て デ ー タ に 基 づ き 検 討 し た い と 考












第４章  先行研究から本研究へ  
 
第 Ⅰ 部 第 １ 章 の 問 題 ・ 目 的 で 述 べ た よ う に 、 １ ～ ３ 歳 児 の 描
画 の 指 導・援 助 の あ り 方 に つ い て 具 体 的 に 構 想 し て い く 上 で は 、
出 発 点 と し て 、 第 一 に 描 画 の 一 般 的 な 「 発 達 過 程 ・ 発 達 段 階 」
を 明 確 に す る こ と 、 第 二 に 、 そ の 発 達 過 程 に 影 響 す る 「 要 因 」
に つ い て も 明 ら か に し て い く こ と が 必 要 で あ る 。 そ こ で ま ず こ
の 第 Ⅱ 部 で は 、 本 研 究 の 第 一 の 目 的 に つ い て 、 描 画 発 達 に 関 す
る 海 外 お よ び 本 邦 の 代 表 的 先 行 研 究 の 紹 介 ・ 考 察 を 通 し て 、 文
献 研 究 的 に こ れ を 試 み た 。  
そ の 結 果 、 第 ２ 章 で は 海 外 の ３ つ の 基 礎 的 先 行 研 究 に よ り 、
と り わ け K e l l o g g （ 1 9 6 9 ） の 研 究 か ら 、 一 般 的 な 「 発 達 過 程 ・
発 達 段 階 」が 明 ら か に な っ た 。ま た こ の 発 達 過 程・発 達 段 階 は 、
第 ３ 章 の 本 邦 の 代 表 的 な ３ つ の 研 究 に よ っ て も 、 さ ら に 理 解 し
や す く ・ 具 体 的 な も の と も な っ た 。  
こ れ ら を ふ ま え て 実 証 的 研 究 に 取 り 組 む 第 Ⅲ 部 で は 、 １ ～ ３
歳 児 の 描 画 の 発 達 過 程 に つ い て は K e l l o g g の 発 達 論 を 基 盤 と し
て 研 究 を 進 め る こ と に し た 。 た だ 第 ２ 章 で 先 述 し た よ う に 、
K e l l o g g は 年 少 幼 児 の 描 画 の 発 達 的 変 化 に つ い て 大 変 詳 細 な 現
象 的 記 述 を 行 っ て い る も の の 、 保 育 実 践 の 上 か ら は 必 要 な 個 々
の 発 達 現 象 を 貫 い て 表 れ て く る 「 発 達 過 程 」・「 発 達 段 階 」 を 明
確 に す る と い う 姿 勢 は 強 く は な い こ と が 見 出 さ れ た 。 そ こ で 本
研 究 で は 、 深 田 （ 1 9 8 5 ） も 参 照 し て 、 そ の 現 象 的 記 述 を 「 な ぐ
り 描 き 期 」と「 図 式 画 期 」と い う 発 達 段 階 を 用 い て ま と め 直 し 、
さ ら に ３ つ の 発 達 段 階 か ら な る 「 ３ 段 階 区 分 」 モ デ ル を 想 定 し
た（ 第 ２ 章 1 5 - 1 6 頁 参 照 ）。第 Ⅲ 部 の 実 証 的 研 究 は 、こ れ に 基 づ
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い て 進 め る こ と が 妥 当 と 考 え る 。  
   次 に 第 二 の 目 的 で あ る １ ～ ３ 歳 児 の 描 画 の 発 達 に 影 響 す る
「 要 因 」 の 検 討 に 関 し て 、 先 行 研 究 か ら 得 た 示 唆 に つ い て で あ
る 。 筆 者 が 保 育 の 場 で 観 察 し て い る 諸 要 因 － 現 実 に は 、 幼 児 の
「 認 知 発 達 面 」、そ の 中 で も「 言 語 発 達 面 」や「 イ メ ー ジ 発 達 面 」
の 影 響 性 の 観 察 が 多 い － の 中 か ら 、 ど の よ う な も の を 本 研 究 で
取 り 上 げ 検 討 す べ き か に つ い て は 、 第 ２ 章 の 海 外 の 基 礎 的 先 行
研 究 か ら は あ ま り 示 唆 を 引 き 出 す こ と が で き な か っ た 。し か し 、
第 ３ 章 の 本 邦 の ３ つ の 代 表 的 研 究 か ら は 示 唆 を 受 け 、 あ る 程 度
こ れ を 明 確 化 す る こ と が で き た 。 特 に 新 見 （ 2 0 1 0 ） の 保 育 実 践
的 視 点 に 立 つ 発 達 論 は 、 本 研 究 の 姿 勢 と 近 い も の が あ り 十 分 な
示 唆 を 得 る こ と が で き た 。そ こ で 第 Ⅲ 部 の 発 達 要 因 の 研 究 で は 、
基 本 的 に は こ れ を 基 盤 と し て 研 究 を 進 め て い く こ と に し た 。 た
だ １ ～ ３ 歳 児 の 描 画 発 達 に お い て 筆 者 が 最 も 重 要 視 す る と こ ろ
の 上 記 「 ３ 段 階 区 分 」 モ デ ル の 進 展 に か か わ る 発 達 要 因 に つ い
て の 示 唆 は 十 分 と は い い き れ な か っ た こ と か ら 、 筆 者 の 日 頃 の
観 察 や 他 の 研 究 者 （ 例 え ば 、 山 形 , 1 9 8 8 な ど ） を 参 考 に し て 主
要 な 要 因 を 想 定 し 、 第 Ⅲ 部 で 検 討 す る こ と に し た 。  
具 体 的 に は 、 ま ず 要 因 と し て 「 言 語 発 達 面 」 を 取 り 上 げ 、 上
記 の 「 描 画 発 達 の 過 程 」 と の 関 連 性 に つ い て 検 討 す る 。 そ の 際
山 形 （ 1 9 8 8 ） や 新 見 （ 2 0 1 0 ） の 示 唆 を ふ ま え て 、 こ の 時 期 の 言
語 発 達 上 の 重 要 な 特 徴 で あ る 描 画 対 象 へ の 「 命 名 」 の 発 達 的 変
化 を 取 り 上 げ る 。と こ ろ で 命 名 の 発 達 は 、「 事 後 命 名 」か ら「 事
前 命 名 」 へ と い っ た 「 命 名 機 能 」 の 側 面 と 、 一 語 文 か ら 二 語 文
や 三 語 文 、 さ ら に 多 語 文 と い っ た 「 命 名 形 式 」 の 側 面 と の ２ 面
か ら 捉 え る こ と が 可 能 で あ る 。 後 者 に つ い て は 、 山 形 、 新 見 と
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も に 実 証 的 に は 十 分 に 検 討 し て い な い 。 そ こ で 本 論 文 で は 、 描
画 の 発 達 過 程 と こ の 命 名 形 式 の 変 化 と の 関 連 性 に つ い て 、 デ ー
タ に 基 づ き 第 Ⅲ 部 第 ５ 章 で 検 討 を 試 み る 。  
次 に 、描 画 は 個 人 の 持 つ 内 的 世 界 の 表 現 で あ り 、新 見（ 2 0 1 0 ）
か ら も 示 唆 さ れ る よ う に 、 そ の 発 達 は 認 知 面 と し て の 「 イ メ ー
ジ 発 達 」 と 不 可 分 に 結 び つ く こ と が 想 定 で き る 。 こ れ を ふ ま え
て 、 １ ～ ３ 歳 頃 の 年 少 児 の 描 画 発 達 の 要 因 と し て 描 画 対 象 に 対
す る 「 イ メ ー ジ の 拡 大 」 を 取 り 上 げ 、 本 研 究 の 立 ち 位 置 で あ る
「 保 育 実 践 」 に 結 び つ く 研 究 と の 視 点 か ら 、 そ れ を 助 け る 「 援
助 の 手 立 て 」に つ い て 検 討 を 行 う こ と に し た 。そ の 一 つ と し て 、
年 長 児 の 保 育 に お い て は 度 々 導 入 さ れ て い る 「 課 題 画 」 に 注 目
し 、こ の 方 法 を 年 少 児 の 描 画 活 動 に も 導 入 す る 効 果 性 に つ い て 、
第 Ⅲ 部 第 ６ 章 で デ ー タ に 基 づ き 実 証 的 に 検 討 を 試 み る 。  
さ ら に 、 幼 児 の 発 達 一 般 に つ い て 「 遊 び 」 の 果 た す 多 大 な 効
果 性 が 指 摘 さ れ て い る （ 例 え ば 、 P i a g e t ,  1 9 4 6 ； ヴ ィ ゴ ツ キ
ー , 1 9 8 6 な ど )こ と を ふ ま え て 、１ ～ ３ 頃 の 年 少 児 の 描 画 対 象 に
対 す る 「 イ メ ー ジ の 拡 大 」 を 助 け る 「 遊 び 」 に も 注 目 し た い 。
こ れ は 、 新 見 （ 2 0 1 0 ） が 「 生 活 」 と 並 ん で 重 視 す る 点 で あ り 、
ま た 鈴 木 （ 2 0 0 0 ） の 「 保 育 実 践 に お い て は 一 般 的 発 達 過 程 の 理
解 と 並 ん で 、 個 と し て の 幼 児 の 発 達 の 多 様 性 を 認 め る 視 点 も 重
要 で あ る 」 と の 示 唆 を ふ ま え て 筆 者 が 考 察 し た と こ ろ の 、 幼 児
が 描 画 活 動 を 「 し っ か り 楽 し め る よ う に 工 夫 を こ ら す 」 こ と の
重 要 性 の 指 摘 に も つ な が る も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 ブ ロ ッ ク
遊 び の よ う な 「 構 成 遊 び 」 を 想 定 し 、 幼 児 が 積 極 的 に こ れ を 楽
し む と き の 描 画 活 動 に 与 え る 効 果 性 に つ い て 、 第 Ⅲ 部 第 ７ 章 で
デ ー タ に 基 づ き 実 証 的 に 検 討 を 試 み る 。  
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最 後 に 、１ ～ ３ 歳 児 頃 の 描 画 発 達 の 要 因 と し て 、「 社 会 性 ・ 情
緒 面 」 の 発 達 の 影 響 性 も 著 し い も の が あ る と 考 え る 。 特 に 山 形
（ 1 9 8 8 ） や 新 見 （ 2 0 1 0 ） か ら 示 唆 さ れ る よ う に 、 描 画 時 の 「 親
や 保 育 者 な ど 身 近 な 大 人 や 他 児 と の か か わ り 」 が 重 要 で あ り 、
そ の 関 係 性 の 中 で 心 理 的 安 定 を 高 め る こ と が 描 画 に 果 た す 役 割
は 大 き い と 考 え る 。 こ の 効 果 性 に つ い て も 、 第 Ⅲ 部 第 ８ 章 で デ
ー タ に 基 づ き 実 証 的 に 検 討 を 試 み る 。  
以 上 の よ う に 、 本 研 究 を 進 め る 上 で 、 第 Ⅱ 部 第 ２ 章 と 第 ３ 章
の 計 ６ つ の 先 行 研 究 か ら 得 た 示 唆 は 大 き い も の が あ っ た と 全 般
的 に は い え よ う 。 し か し そ の 一 方 で 、 先 行 研 究 は 稀 少 で あ り 、
ま た そ の 多 く は デ ー タ が 明 示 さ れ て い な い 総 括 的 発 達 論 （ 新
見 , 2 0 1 0 ； 鈴 木 , 2 0 0 0 ） で あ っ た り 、 姪 （ E n g , 1 9 5 4 ）、 息 子
（ G a r d n e r , 1 9 8 0 ）、娘（ 山 形 , 1 9 8 8 ）と い っ た 近 親 者 １ 名 に 関 す
る 事 例 研 究 で あ っ た り す る 点 に は 、 限 界 を 感 じ ざ る を 得 な い 。
特 に 後 者 の 問 題 に つ い て は 、 描 画 の 一 般 的 発 達 過 程 を 検 討 ・ 明
確 化 す る 上 で は 、 方 法 論 的 に 限 界 が あ る と い う こ と で は な い か
と も 考 え る 。 極 め て 少 数 の 事 例 に 基 づ く 質 的 研 究 の 有 効 性 は 認
め る に や ぶ さ か で は な い が 、３ 章 の 山 形（ 1 9 8 8 ）の と こ ろ で 既
に 述 べ た よ う に 、こ う し た 事 例 研 究 に よ り 浮 か び 上 が っ た 発 達
過 程 上 の 諸 現 象 に つ い て は 、 次 の 段 階 と し て は 多 数 、 ま た は 無
理 な ら 一 定 数 以 上 の 観 察 ・ 分 析 対 象 者 を 用 い て の 検 討 ・ 一 般 化
が 必 要 と 考 え る 。 ま た 、 発 達 段 階 を 評 定 す る 客 観 的 評 価 基 準 を
用 い て の 検 討 は 、 起 こ り え る か も し れ な い 近 親 者 や 保 育 士 な ど
の 幼 児 へ の 感 情 移 入 に よ る 評 価 の 偏 り を 防 ぐ 上 か ら は 、 基 本 的
に 必 要 と 考 え る 。 第 Ⅱ 部 で 紹 介 し た 以 外 の 幼 児 の 描 画 発 達 に 関
す る 従 来 の 研 究 も 、 そ の 大 半 は 美 術 領 域 ま た は 保 育 ・ 教 育 領 域
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か ら の ア プ ロ － チ で あ り 、 こ う し た 発 達 心 理 学 的 方 法 論 に 則 る
実 証 的 研 究 は 現 在 も 稀 少 で あ る 。 本 研 究 で は 、 第 Ⅲ 部 の 第 ５ 章
～ 第 ８ 章 で 、 一 定 数 以 上 の 観 察 ・ 分 析 対 象 者 を 用 い 、 発 達 段 階
を 評 定 す る 客 観 的 評 価 基 準 を 設 定 し て の デ ー タ の 収 集 、 統 計 的
分 析 、 ま た 可 能 な 範 囲 内 で の 統 制 群 法 の 導 入 な ど 、 発 達 心 理 学

































研究としての海外の Eng（ 1954）、 Kellogg（ 1969）、 Gardner（ 1980）の





















































―線描、及び線描に対する命名に焦点化して―   













































































そ の 多 く は デ ー タ が 明 示 さ れ て い な い 総 括 的 発 達 論 （ 新 見 ,1981,1990,  
2010；鈴木 ,2000）であったり、近親者１名というごく少数の幼児に関す











































う。つまり、線描形態と命名との関係は、a）（イ）と ○イ 、b）（ウ）と ○ウ
、さらに、 c）（エ）と ○エ が、いずれも同時期に出現するであろう。  
 
 




a）：（イ） 「単交円 」  
    
 
b）：（ウ） 初めての 形：円らしい  
「円」（閉じ た丸）  
 
 
c）：（エ） 初めての 絵画らしい形  
  （「人の 顔」や 「ぬりつぶし」、  
「頭足人」）   
○ア E A 命名：未出現  
 
 
A○イ E A 初めての命名： 一語 文  
 
 




A○エ E A 多語文（四語文や五 語文
程度）  
  
Figure5-1 線描形態と命名の発達過程に関する予測  
         
                                  
= 
 同時期  
=  













Ⅱ．  方   法  









2. 観察期間と手続き  

















              Ⅲ．  結   果  
1. 線描形態と描画に対する命名の発達過程  （個人別資料）  
１～３歳児の描画発達を検討するために、20 名の幼児の個人別描画資料
について、「線描形態」、及び「描画に対する命名」に関する「出現、完了」
の時期を判定し個人表にまとめた。 Table  5-1 に、特徴的な例としてこの




   
Table  5-1 １ ~３歳児の描画発達（個人別資料）  
１  ２歳 11 カ月（男児 A：最年少児）  
 
月齢  
      
線描画態  
   
   描画に対する命名  
1 :08  
 
2 :01  
 
2 :03  




・人の顔やぬ りつぶ しが出現する。 
･一 語 文 （ 名 詞 ） が 出 現 す る 。    
「タイタイ」  
・二語文が出 現する 。  
「雨  ジャー ジャー 」  
 




     線描形態  
 
   描画に対する命名   
2 :06  
 
 
2 :10  
・円らしい円 が出現 する。  
 
 
・人の顔やぬ りつぶ しが出現する。 
・二語文・三 語文が 出現する。  
「タイコ  ドンドン 」  









     線描画態  
 
  描画に対する命名       
1 :10  
 
2 :01  
 
 
・円らしい円 が出現 する。  
 
・人の顔やぬ りつぶ しが出現する。 
 
 
・三語文が出 現する 。  
  「緑  の  葉っぱ 」  
・四語文が出 現する 。  





の時期については判定できなかった。そこで以後の分析からは除外した。   
 







の検討であった。 Figure 5-2 に、上記（１）（２）（３）についての全体傾
向を図示し、以下に説明する。  
（１）線描形態の発達過程  
     ア）変化の時期  






       b）「円らしい円（閉じた丸）」－初めての「形」－の出現  































父さん  お母さん  描 いた」などであった。  
イ）変化過程  

















観察児全員、 Figure 5-2 に示したように、 a）から b）、さらに c）まで
順をおって変化発達していた。この変化過程は、問題と目的で述べた予測









線描形態の発達  描画に対する命名の発達  
1 .05   
 
1 .08  
               
1 .10  
 
2 .01  
 
 
2 .06  
 
2 .09  
.  
3 .07  
 
3 .11  
 
 
a）：(イ )単交円の 出現        ＝  
1 歳 8 カ 月～ 2 歳 6 カ 月（同時 ） 
b）： (ウ )円－初め ての 形―  の出現  ＝                 
1 歳 10 カ 月～ 2 歳 9 カ 月（同時） 
  c）：(エ )初めての絵 画らしい描画   ＝       
・ (人の顔やぬりつ ぶ しの出現 )     
2 歳 1 カ 月～ 3 歳 7 カ 月（同時）  
・ (頭足人の出現 )  
2 歳 6 カ 月～ 3 歳 11 カ 月  
               
 
 
○イ E A 初めての命名、 一語 文の出現   
 1 歳 8 カ 月～ 2 歳 6 カ 月  
A○ウ E A 二語文や三語文 の出 現
1 歳 10 カ 月～ 2 歳 9 カ 月  
A○エ E A 多語文（四語文 や五 語文程度 )  
 
2 歳 1 カ 月  ～ 3 歳 7 カ月  
 
Figure 5-  2   線描形態、描画に対する命名の発達過程（変化時期）、                                                          






























































































達過程として、代表的基礎研究 (Eng,1954；Gardner,1980；Kellogg,  1969；

























































































































１．方   法  
1.   研究対象児  
広島県内１公立保育所の２歳前半児（２歳０カ月～２歳５カ月：平均年
齢２歳３カ月）８名であった。  










 条件設定  
描画活動時に、以下の２つの方法を用いて操作した。                      
・自由画条件・・・導入時には幼児に、「ジロジロしょうね」（※「画
を描こう」という意味）と一言言葉がけをしたが、その後は一切
口をはさまず 、幼児 に「好きな絵を、好きなように」描かせた。 
・課題画条件・・・導入時には、保育士がハンカチをマントに見立て
て首にかけ、アンパンマンが飛ぶ姿をして幼児に見せた。直後に、
「アンパン マンを 描 こう」と幼児に言葉がけをし、「描くテーマ
を決めて描く」課題画に取り組ませた。   




















２．  結   果  
1. 「線描形態」、及び描画対象に対する「命名」の分析（個人別資料）  
２歳前半児の描画の指導・援助における自由画条件と課題画条件の効果
性を検討するために、線描形態、及び描画対象に対する命名について、ま








Table  6-1 ２歳前半児の「線描形態」、及び描画対象に対する「命名」数  
（個人別資料）  
１    ２歳０カ月  女児  
 自由画  課題画  
線描  ②単交円  ②単交円  
命名数  ２  ３  
 






２    ２歳１カ月  女児  
 自由画  課題画  
線描  ①うずまき線  ②円  
命名数  ２  ０  
 
３     ２歳２カ月  女児  
 自由画  課題画  
線描  ②円らしい円  ③ぬりつぶし  
命名数  ２  ２  
 
４     ２歳２カ月  男児  
 
 
５      ２歳３カ月  男児  
 自由画  課題画  
線描  ②円らしい円  ②単交円  
命名数  ０  １  
   
６    ２歳３カ月  男児  
 自由画  課題画  
線描  ①うずまき線  ②単交円  
命名数  ０  １  
 
７    ２歳５カ月  女児  
 自由画  課題画  
 自由画  課題画  
線描  ①うずまき線  ①うずまき線  
命名数  ２  ２  






線描  ①うずまき線  ①うずまき線  
命名数  １  １  
 
８     ２歳５カ月  女児  
 自由画  課題画  
線描  ②円らしい円  ②単交円  
命名数  ０  ０  
 
 
2.  「線描形態」、及び描画対象に対する「命名」の分析（全体分析）  
２歳前半児の描画の指導・援助における自由画条件と課題画条件の効果
性を検討するために、線描形態及び命名について、 Table 6-1 に示した個
人別資料を幼児全体でまとめて全体傾向を分析した。  












































































Figure 6-1-2   ２歳前半児 U の自由画条件と課題画条件における描画  





































考 え ら れ よ う が 、 幼 児 の 発 達 に お け る 「 遊 び 」 の 重 要 性 （ 例 え ば 、













１．方   法  
1.   研究対象児  
広島県内１公立保育所の２歳後半～３歳前半児（２歳６カ月～３歳３カ
月：平均年齢３歳０カ月） 27 名であった。  




3.   手続き  
一般的手続き  







 条件設定  
描画活動時に、以下の３つの方法を用いて操作した。  












            ２．  結   果  



















Table  6-2 ２歳後半～３歳前半児の「線描形態」、及び描画対象に  
対する「命名」数        （個人別資料）  
１    ２歳７カ月     女児  
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ③顔、ぬりつぶし  ③ぬりつぶし  ③顔  
命名数  ２  ４  ４  
 
２    ２歳８カ月     女児  
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ③ぬりつぶし (隣
の女児を模倣 )  
③ぬりつぶし  ③ぬりつぶし  
命名数  ０  ０  ０  
 
３    ２歳９カ月     女児  
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ③顔  ③顔  ③顔  
命名数  ０  ０  １  
  
４    ２歳９カ月     女児   
 自由画  課題画  １  課題画  2 
線描  ③ぬりつぶし  ②円らしい円  ③顔  
命名数  １  １  ２  
 
５    ２歳 10 カ月    男児  
 自由画  課題画  １  課題画  2 
線描  ②単交円  ②単交円  ③円らしい円  






命名数  ０  １  １  
６   ２歳 10 カ月    男児  
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ③顔  ③ぬりつぶし  ③顔  
命名数  ０  ０  １  
 
７    ２歳 10 カ月    女児  
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ②円らしい円  ①うずまき線  ③顔  
命名数  ０  ２  ２  
 
８   ２歳 10 カ月    女児   
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ②単交円  ①うずまき線  ③顔  
命名数  １  １  １  
 
９    ２歳 10 カ月    男児  
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ②円らしい円  ②円らしい円  ②円らしい円  
命名数  ０  ０  ２  
 
10  ２歳 10 カ月    男児  
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ②円らしい円  ②円らしい円  ③顔  
命名数  ０  １  ２  
 
11  ２歳 11 カ月     女児  






 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ③顔  ③顔  ③顔  
命名数  ０  １  １  
 
12  ２歳 11 カ月    男児  
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ②円らしい円  ②円らしい円  ②円らしい円  
命名数  ０  １  ０  
 
13  ２歳 11 カ月    男児  
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ②単交円  ②単交円  ③顔  
命名数  ０  ０  ０  
 
14  ２歳 11 カ月    女児  
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ①うずまき線  ①うずまき線  ③顔  
命名数  ０  ０  １  
 
15  ２歳 11 カ月    男児  
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ②単交円  ③直線  ①うずまき線  
命名数  ０  ０  ３  
 
16  ２歳 11 カ月    女児  
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ③顔  ③ぬりつぶし  ③ぬりつぶし  






命名数  ０  ３  １  
17   ３歳２カ月     女児  
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ②  うずまき線  ②円らしい円  ③顔  
命名数  ０  ０  ０  
 
18  ３歳２カ月     女児  
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ②円らしい円  ③顔  ③顔  
命名数  ０  １  １  
 
19  ３歳２カ月     男児  
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ①うずまき線  ①  単交円に近い
うずまき線  
③顔  
命名数  ０  ０  １  
 
20  ３歳２カ月     男児   
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ②長方形に近い
円  
②  円らしい円  ③顔  
命名数  ０  ０  ２  
 
21   ３歳２カ月     女児  
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ③  顔  ③顔  ③顔  
命名数  １  ２  １  







22   ３歳２カ月     女児  
 自由画  課題画  １  課題画  １  
線描  ②円らしい円  ③顔  ③顔  
命名数  １  １  １  
 
23  ３歳２カ月     男児  
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ③顔  ②円らしい円  ③顔  
命名数  １  １  １  
 
24  ３歳２カ月     男児  
  自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ①  うずまき線  ①  うずまき線  ②単交円  
命名数  ０  ０  ０  
 
25  ３歳３カ月     女児  
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ③ぬりつぶし  ②円らしい円  ③顔  
命名数  ０  ２  ５  
 
26  ３歳３カ月     女児   
 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ①  うずまき線  ②円らしい円  ③顔  
命名数  ０  ０  ０  
 
27   ３歳３カ月     男児  






 自由画  課題画  １  課題画  ２  
線描  ②単交円  ②円らしい円  ②円らしい円  
命名数  ０  ０  １  
 
 
2.  「線描形態」、及び描画対象に対する「命名」の分析（全体分析）  
２歳後半～３歳前半児の描画の指導・援助における自由画条件、課題画
条件１、課題画条件２の効果性を検討するために、線描形態及び命名につ
いて、 Table 6-3 に示した個人別資料を幼児全体でまとめて全体傾向を分
析した。  





は高いと判定できる。 Figure 6-2-1 について、条件別に①～③段階の出現
数についてχ ２ 検定を行ったところ、自由画条件及び課題画条件１ではと
もに、各段階の出現率に有意差は認められなかった。一方課題画条件２で




て３つの条件間で  χ ２ 検定を行ったところ、１％水準で有意差が認めら
れ（χ ２ （ 2）＝ 13.54）、下位検定の結果、課題画条件２では、自由画条
件及び課題画条件１に比べてそれぞれ５％水準で有意に多かった。一方最
も低次の段階と想定できる①段階の出現率については、課題画条件２では
有意に（二項検定で 5％水準）少なかった。 Figure 6-2-2 には、各条件下
での描画の変化の実際例として、 Z 児の描画を載せる。左側より自由画条































（１）自由画条件     （２） 課題画 条件 １    （３） 課題画
条件２  






























次に命名については、 Figure 6-2-3 に、全幼児について自由画条件、課
題画条件１、課題画条件２別にまとめた、アンパンマンに関する命名の出
現率が示されている。χ ２ 検定の結果 0.1％水準で有意差が認められ（χ


































































































         Ⅳ．  総  合  考  察  
本章では、２歳前半児（研究１）、及び２歳後半～３歳前半児（研究２）
の２つの研究を通して、保育所における年少幼児の描画指導・援助の手立
て（村山ら ,1960；新見 ,2010；奥 , 2010） について、線描及び命名の描画
の発達（ Eng,1954;  Gardner,1980;  Kellogg,1969；新見 ,2010；山形 ,1988）




























期と「つもり活動」の時期の違い（例えば、Piaget,1948；ヴィゴツキー ,  





























            
























形態」の発達過程に関しては、代表的基礎研究（ Eng,1954；  Gardner,1980；
81 
 




















































体的な積木による構成遊びとの発達の違いについて、 Ma 児（１歳 11 カ月）

























Table  7-1 に示す予測を設定した。ただし本章では、描画発達と構成遊びの
発達基盤として想定される両者の「イメージ力」の向上の時期に注目するこ















Table  7-1 １歳後半～４歳前半頃の描画と構成遊びの発達過程（予測） 
※太枠部分が 本研究 の検討部分  
 
 
1 歳後半  2 歳前半  2 歳 後 半 ～ 3
歳前半  






構  成  遊  び  
見立 て遊 び  単純 高次 構
成遊 び  
複 雑 高 次 構
成遊 び  
 
イ メ ー ジ な し  事 後 イ メ ー ジ
の 明 確 化  
事 前 イ メ ー ジ
の 出 現  
事 前 イ メ ー ジ







う ね う ね 線 や
う ず ま き 線 の
出 現  
う ね う ね 線 や
う ず ま き 線 の
全 盛 期  
単 交 円 や 円 ら
し い 円 の 全 盛
期  
人 の 顔 や ぬ り
つ ぶ し の 全 盛
期  
頭 足 人 の 明
瞭 な 出 現  
イ メ ー ジ な し  事 後 イ メ ー ジ
の 出 現  
事 後 イ メ ー ジ




・事 前 イ メ ー ジ
の 出 現  
・事 後 イ メ ー ジ
か ら 事 前 イ メ
ー ジ へ の 移 行
期  
事 前 イ メ ー








１．方   法  
1.   観察対象児と観察期間  
広島県内１公立保育所の２歳９カ月～３歳５カ月の幼児  13 名の自由遊び
中の描画とブロック遊びについて、2012 年３月下旬の２週間にわたり観察を
行った。  

























             ２．結果・考察  
1. 線描形態、及びブロック遊びの発達の分析  （個人別資料）  
２歳後半～３歳前半児の描画とブロック遊びの発達との関連性を検討する
ために、 13 名の幼児についてまとめた個人別データを Table  7-2-1 に示す。  
 
 
Table  7-2-1 ２歳後半～３歳前半児の線描形態、及びブロック遊びの発達
（個人別資料）  




























①２歳  ９ カ  
月（女児 ） 





○    ○    
③  ２歳 11 カ  
月（男児）  
 ○    ○（ピストル ）  
87 
 
④  ２歳 11 カ  
月  (男児）  
 ○     ○（クレーン 車）  
⑤ ３ 歳 ０ カ 月
（男児）  
  ○    ○（駐車場）  
⑥ ３ 歳 ０ カ 月
（男児）  
 ○    ○ （ 単 純 な 汽
車）  
 
⑦ ３ 歳 ０ カ 月
（女児）  
  ○    ○（チョ コレート ） 
⑧ ３ 歳 １ カ 月
（女児）  
  ○    ○（ケーキ）  
⑨ ３ 歳 ２ カ 月
（女児）  
  ○    ○ （ ケ ー キ 、 魚 釣
り）  
⑩ ３ 歳 ３ カ 月
（男児）  
  ○    ○ （ 汽 車 を つ な げ
ている）  
⑪ ３ 歳 ４ カ 月
（男児）  
 ○    ○（ピストル ）  
⑫ ３ 歳 ４ カ 月
（男児）  
  ○    ○（神楽 のおろち ） 
⑬ ３ 歳 ４ カ 月
（女児）  
  ○    ○（ケーキ）  
  
 
2.   線描形態、及びブロック遊びの発達の分析  （全体分析）  
２ 歳 後半 ～ ３ 歳 前 半 児 の 「描 画 の 発 達 傾 向 」 をみ る た め に 、 個 人 別資 料
（ Table 7-2-1）について線描形態の３段階区分モデルの段階別に幼児全体で













だ傾向を示し 、むし ろ３歳後半の発達傾向として予測したもの（ Table  7-1
参照）に近いものとなっていた。  
次に、「ブロック遊びの発達」の傾向を見るために、３つの発達段階別に幼












しろ３歳後半の発達傾向として予測したもの（ Table 7-1 参照）に近いもの
となっていた。  
さらに、「描画の発達とブロック遊びの発達との関連性」を検討するために、
個人別資料（ Table  7-2-1）に関して、「描画の３つの発達段階」と「ブロッ








の出現率を算出した。これらを Table  7-2-2 に示す（黒枠部分）。２歳後半～
３歳前半児では「単交円や円－単純高次構成遊び」が多く出現するとの当初
の予測については、結果は 13 名中３名（ 23.08%）であり、むしろ二項検定の
結果 10%水準で有意に少ない傾向となっていた。一方「人の顔、ぬりつぶし




ろ３歳後半の発達傾向として予測したもの（ Table  7-1  参照）に近い傾向が
うかがえたといえる。  
 
Table  7-2-2 ２歳後半～３歳前半児の描画の発達と構成遊びの発達関連  







うねうね線や うずま き線  １ (7 .69%）  0  0  1（ 7.69%）  
単交円や円ら しい円  0  3（ 23.08%）  1（ 7.69%）  4（ 30.77%）  
人の顔、ぬり つぶし  0  0  8  (61.54%）  8（ 61.54%）  











             
 １．方   法  
 方法は、調査対象児が３歳６カ月～３歳 11 カ月児の 16 名となった以外は、
検討１と同様であった。  
 
             ２．結果・考察  
1.   線描形態、及びブロック遊びの発達の分析  （個人別資料）  
３歳後半児の描画とブロック遊びの発達との関連性を検討するために、 16
名の幼児についてまとめた個人別データを Table  7-3-1 に示す。  
 
Table  7-3-1 ３歳後半児の線描形態、及びブロック遊びの発達（個人別資料） 

































遊び   
①  ３  歳６ カ 月                 
（女児）  
○    ○  （駐車場）  
②  ３  歳 ６ カ 月
（男児）  
 ○      ○（飾り がついたピ
ストル、ロボット ）） 




④  ３  歳７ カ 月
（女児）  
  ○     ○ （ 映 画 の 登 場 人
物：亀、ロボ ット） 
⑤  ３歳８ カ 月
（女児）  
  ○     ○（ケーキ、 お城、
お家）  
⑥  ３歳８ カ 月
（男児）  
 ○     ○（ピストル 、
救急車、剣）  
 
⑦  ３歳８ カ 月
（女児）  
  ○     ○（傘）  
⑧  ３歳９ カ 月
（女児）  
  ○    ○（お山）   
⑨  ３歳９ カ 月
（女児）  
 ○     ○（ロボット ）  
⑩３歳 10 カ 月
（女児）  
  ○     ○（駐車場 、チョコ
レート））  
⑪３歳 10 カ 月
（男児）  
  ○     ○プレゼント ）  
⑫３歳 10 カ 月
（男児））  
○     ○    
⑬３歳 11 カ 月
（男児）  
 ○     ○（ピストル ）  
⑭３歳 11 カ 月
（男児）  
  ○     ○（飾り がついたピ
ストル、忍者 の剣） 
⑮３歳 11 カ 月
（男児）  
 ○     ○（ピストル ）  
⑯３歳 11 カ 月
（女児）  
  ○     ○（飛行機）  
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2.   線描形態、及びブロック遊びの発達の分析  （全体分析）  
Table  7-3-2 の右端に示すように、 ｢うねうね線｣や「うずまき線」は１名
（ 6.25%）、「単交円や円らしい円」は６名（ 37.50%）、さらに「顔、ぬりつぶ








児全体でまとめ、その出現率を算出した。 Table  7-3-2 の下端に示すように、
「見立て遊び」は１名（ 6.25%）、「単純高次構成遊び」は５名（ 31.25%）、「複






個人別資料（ Table  7-3-1）に関して、「描画の４つの発達段階」と「ブロッ

























Table  7-3-2 ３歳後半児の描画の発達と構成遊びの発達との関連  
 ブロック遊び     






うねうね線や うずま き線  １ (6 .25%）  0  0  １ (  6 .25%）  
単交円や円  0  5  (31.25%)  1  (  6 .25%）  6（ 37.50%）  
人の顔、ぬり つぶし  0  0  9  (56.25%） 9  (56.25%）  
計  1（ 6.25%）  5  (31.25%)  10（ 62.50%） 総計 16 
 
 





田 ,2013a,2013 b；濵田・堂野 ,2013）。本研究では、イメージ力の向上の時期
に注目することから、「２歳後半～３歳後半」に焦点化し、特に「イメージを
高める遊び」との視点から「構成遊び」の効果性について取り上げ、従来の



















































































              













１歳児の検討も必要となるが、研究期間が 10 月～ 11 月であったため、現
実にはこれらのクラスには１歳児は在籍していなかった。  
2.  研究期間  










（２）「かかわり」の有無についての条件設定                        







































                  Ⅲ．  結   果  
1. 保育者とのかかわりの有無からみた幼児の描画発達   （個人別資料）                  





り行動についてまとめた。 Table 8-1 にこの一部（①最年少児、②年齢平
均児、及び③最年長児）を具体例として示す。  
 
 Table  8-1   保育者とのかかわりの有無からみた幼児の描画発達  
                        （個人別資料）  
１    ２歳 1 カ月（男児 F：最年少児）  
 かかわり有り 条件  かかわり無し 条件  
線描形態  ・画面全体 を使用し て、単交円
や円らしい円 をのび やかなタ
ッチで多数、 描画す る。  
・描画した枚 数：１ 枚  
・画面 中央に大き な楕 円１個、そ
の下に小さな うずま き線１個、
画 面 向 か っ て 右 上 部 に 単 交 円
１個、その下 部に往 復線１個。 
・描画した枚 数：１ 枚  
命名  ・ 二 語 文 が ２件 ：「 お 芋  で す 」、
「ここ  お芋」。  
・ な し  





・様子：表情 が明る い。  
・保育士と のかかわ り：保育士
を時々見なが ら描く 。保育士
との言葉のや りとり あり。  
・様子：無表 情。  
・保育 士とのかか わり：保育 士に  
目 を む け ず 描 く 。 保 育 士 と の
言葉のやりと りなし 。  
 
２     ２歳５カ月（女児 G：平均年齢児）  
 
かかわり有り 条件  かかわり無し 条件  




・描いた枚数 ：９枚  
・画 面全体に往 復線、うずまき線 、
単交円、円ら しい円 を描くが、
描 き 方 が 雑 で タ ッ チ も か か わ
り有り条件に 比べる と弱い。  
・描いた枚数 ：１枚  
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命名  ・一語文、二 語文や 三語文（二
語文が多い） が多数 現れる。  
・大きな声で はっき りと発語す
る。「チャ ーッ、チ ャ ーッ」、
「オバケだ 」、「 ほら  おむすび
食べちゃった 」など 。  
・二語 文が２件現 れる が、２件と
も同じ言葉：「足  み たい」。  





・様子：明る い。  
・保育士と のかかわ り：保育士
をたびたび見 ながら 描く。保
育士と言葉の やりと りあり。  
・様子：少し 、不安 そう。  
・保育 士とのかか わり：保育 士を
時々見ながら 描く。  
 
３   ３歳５カ月  (女児 H:最年長児 ) 
 
かかわり有り 条件  かかわり無し 条件  
線描形態  ・頭足人１ 個のほか 、人の顔、
十字、ぬりこ みを多 数。単交
円、うずまき 線など も描く。  
・描いた枚数 ：７枚  
・画面全体を使用し て 人の顔らし
き線描を３個 描く。  
・描いた枚数 ：１枚  
命名  ・一語文 が３件 、二語 文が１件、
多語文が１件 出現。  
・「バ イキンマ ン」、「 バイキン仙
人」、「お顔  ばかり よ 」など。 
・なし  





・様子：おだ やかで 、明るい。  
・保育士と のかかわ り：保育士
をたびたび見 ながら 描く。  
・落ち着きが ない。  
・保育 士とのかか わり：保育 士を




2. 保育者とのかかわりの有無からみた幼児の描画発達   （全体分析） 
１～３歳児の線描形態の発達傾向、及び描画中の幼児への保育者のかか




Table  8-  2   保育者とのかかわりの有無からみた幼児の描画発達 (全体分析 ) 
 
  かかわり有り条件  かかわり無し 条件  
線描形態  ・  全事例、②に比べ て技 術的に高度
でのびやかな タッチ である。  
・  描いた枚 数：  1 枚（ 4 名） 、２
枚（ 1 名）、 5 枚（ 3 名）、 7 枚（ 1
名）、 9 枚（ 1 名 ）。  
X  ＝ 3.7 枚、  SD＝ 2.76 枚  
・  全事例、①に比べ て 技術的に劣っ て
いる。  
・  描いた枚数：１枚（９ 名）、２枚（１
名）。  

















全事例、②に 比べ、 明るい。  
 
 
・保育士との かかわ り  
「 ア イ コ ン タ ク ト 」 ： 全 事 例 、 保
育士の目をよ く見な がら描く。  
「言葉のやり とり」：10 名中６名 。  
 





全 事 例 、 ① に 比 べ 、 暗 い 。 あ る い は
無 表 情 で あ る 。 落 ち 着 き が な い 場 合
もあった。  
・保育士との かかわ り  
「 ア イ コ ン タ ク ト 」 ： 保 育 士 の 目 を
見 る 回 数 は ① に 比 べ て 少 な い 。 あ
るいは皆無の 場合も あった。  
「言葉のやり とり」 ：なし。  
※  １例のみ 、①と ②同一持続時 間（５ 分） 、 そのほかは   
①の方が②よ り持続 時間が長かっ た。  
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Table  8-3 2 歳児と 3 歳前半児における線描形態の出現  





   年齢  
発達段階  
２歳児  
かかわり :有   かかわ り :無  
３歳前半児  




①  単線  
②  往復線  
③  うねうね 線          
④  ジグザグ 線  
⑤  うずまき 線  
 
0            0          
       1      2              
0      1  
    0           0  
5        4  
 
0            0  
1       1 
0         0  
0              1  
         4              2  
 
0  
 4  
1  
 1  
15 
小計      6      7           4              4 21 
〔第２段階〕  
⑥  単交円  
⑦  不完全円  
⑧  円  
⑨  十字  
 
    3      4  
    1            1   
    4            2   
    0       0   
 
     3       3         
     0       0  
     2       1  
     2        0  
 
13 
 2  
 9  
 2  
小計      8            7            7              4 26 
〔第３段階〕  
⑩  人の顔  
⑪  ぬりつぶし  
⑫  頭足人  
 
    0       0      
    0            0  
    0            0   
 
      3              1  
         2              0  
         2              0  
 
 4  
 2  
 2  
    小計          0            0          7              1    8  


















（ 42.86％）、かかわり無し条件 7/14（ 50.00％）、また第２段階は 8/14























ら ３ 歳 前 半 児 で 22.22％ に 減 り 、 ま た 第 ２ 段 階 の 出 現 率 も 57.14％ か ら
38.89％に減ったものの、ともに二項検定で有意とまではいえなかった。し





していた。また描画した枚数は、かかわり有り条件（ X  ＝ 3.7 枚）の方
が、かかわり無し条件（ X  ＝ 1.1 枚）に比べて有意に多かった（ｔ (８）









か かわり有り条件（ X  ＝ 20.5 分）の方が、かかわり無し条件（ X  
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＝ 4.6 分）に比べて有意に長く描画活動を持続していた（ｔ (８） = 6.09, 














Ⅳ．  考   察  

























































































































第９章  本研究の総括と今後の課題   







第１節  総括  





































とし て 、 第２ 章の 海 外〔 Eng,1954（ 第１ 節）； Kellogg,1969（第 ２節 ）；











































3.   １～３歳児の描画発達の過程と要因：実証的研究（第Ⅲ部）  
 【第５章】 : １～３歳児の描画発達と言語発達との関連に関する研究  



























































の時期の違い（例えば、Piaget, 1948；ヴィゴツキー ,  1986）、及び認知機
能としての「Ｓ－０－Ｒ連鎖」の強化（例えば、堂野 ,1993,  2012；Kendler  



















1 歳後半～ 4 歳児にかけての両者の関係性についての予測モデル（ Table  7-1）
が設定された。このモデルについて本章では、１～３歳児の描画発達にお
ける基盤形成期として重要な２～３歳児に焦点化し検討した。  
広島県内１公立保育園の２歳９カ月～３歳５カ月の幼児  13 名、及び３

































































































































































































５  描画発達：第３段階（人の 顔・ぬり つぶし、頭足 人）  
《※イメージ の拡大 ②》  
   ・「遊び体験 を 取り入れた課 題画」  
４  描画発達：第２段階（ 単 交 円 、 円 ら し い 円 ）《 ※ イ メ ー ジ
の拡大①》     
  ・命名の 引き出 し  
・構成遊び（ ※本研 究では未確認 ）  
３  描画発達：第１段階（ う ね う ね 線 、う ず ま き 線 ）《 ※ イ メ ー ジ
の 育 ち 》     
   ・構成遊び（※ 本研究では未 検討）  
２  描画発達：基盤形成②《 ※イメージ の芽生え》   
・絵本の読み 聞かせ  
１  描画発達：基盤形成①《 ※認知の芽 生え》     
・感覚遊び・ 感触遊 び  
 
Figure 9   イメージ発達からみた 1～ 3 歳児の描画発達、  
及び保育の手だてモデル  











































































「４  描画発達：第２段階（単交円、円らしい円）」について  





















































































































 さらに資料の収集にあたり、 I 保育所の所長はじめ被験児クラス担任の
方々、及び Y 保育所の所長はじめ被験児クラス担任の方々に、ひとかたな
らぬご協力をいただきました。心より御礼申し上げます。  
 （※なお個人情報上、保育所名は伏せさせて頂いております。）  
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伸 一 郎 ・ 前 田 健 一 （ 編 ）  教 育 発 達 心 理 学  ミ ネ ル ヴ ァ 書 房  
p p . 1 0 4 - 1 2 1 .  
堂 野 恵 子（ 2 0 1 3）．  絵 本 の 読 み 聞 か せ が 幼 児 の 空 想 認 知 の 発 達 に 及
ぼ す 効 果  安 田 女 子 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 紀 要 ,  1 8 ,  11 - 2 8 .  
E n g ,  H .（ 1 9 3 1）．T h e  p s y c h o l o g y  o f  c h i l d r e n ' s  d r a w i n g s :  F r o m  t h e  
132 
 
f i r s t  s t r o k e  t o  t h e  c o l o u r e d  d r a w i n g .  R o u t l e d g e  &  K e g a n  
P a u l .  深 田 尚 彦（ 訳 ）（ 1 9 8 3）．子 供 の 描 画 心 理 学  ナ カ 二 シ ヤ
出 版 .  
E n g ,  H .（ 1 9 5 4）． T h e  p s y c h o l o g y  o f  c h i l d r e n ' s  d r a w i n g s :  f r o m  t h e  
f i r s t  s t r o k e  t o  t h e  c o l o u r e d  d r a w i n g .  R o u t l e d g e  &  K e g a n  
P a u l .  深 田 尚 彦（ 訳 ）（ 1 9 9 9）．子 供 の 描 画 心 理 学 － 初 め て の 線
描 教 育（ ス ト ロ ー ク ）か ら 、８ 歳 時 の 色 彩 画 ま で －  黎 明 書 房 .   
深 田 尚 彦（ 1 9 8 5）．描 画 の 発 達  黒 田 実 郎・伊 藤 隆 二 (監 )  隠 岐 忠 彦・
花 田 雅 憲（ 編 ）乳 幼 児 心 理 学 事 典  岩 崎 学 術 出 版  p p . 4 3 1 - 4 3 2 .  
G a r d n e r,  H . （ 1 9 8 0 ）． A r t f u l  S c r i b b l e s :  T h e  s i g n i f i c a n c e  o f  
c h i l d r e n ' s  d r a w i n g s .  N e w  Yo r k :  B a s i c  B o o k s .  星 美 和 子 （ 訳 ）
（ 1 9 9 6 )． 子 ど も の 描 画 － な ぐ り 描 き か ら 芸 術 ま で －  誠 信 書
房 .   
濵 田 幸 代 （ 2 0 11 a）． 0～ 3 歳 児 の 描 画 の 発 達 に 関 す る 研 究 － 先 行 研
究 か ら の 検 討  児 童 教 育 研 究 ,  2 0 ,  6 7 - 7 2 .  
濵 田 幸 代 （ 2 0 11 b）． 0～ 3 歳 児 の 描 画 の 発 達 に 関 す る 研 究 － 先 行 研
究 か ら の 検 討 ( 2 )  －  安 田 女 子 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 紀 要 , 1 6 ,  
5 1 - 6 5 .  
濵 田 幸 代（ 2 0 1 2）．1～ 3 歳 児 の 描 画 発 達 の 過 程 に 関 す る 研 究 － 線 描 、
及 び 線 描 に 対 す る 命 名 に 焦 点 化 し て －  安 田 女 子 大 学 大 学 院 文
学 研 究 科 紀 要 ,  1 7 ,  3 9 - 5 1 .  
濵 田 幸 代 （ 2 0 1 3 a）． ２ ～ ３ 歳 児 の 描 画 発 達 に お け る 課 題 画 の 効 果   
美 術 教 育 ,  2 9 7 ,  8 - 1 3 .   
濵 田 幸 代（ 2 0 1 3 b）．２ 歳 後 半 ～ ３ 歳 前 半 児 の 描 画 発 達 に お け る 課 題
画 の 効 果  安 田 女 子 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 紀 要 ,  1 8 ,  2 9 - 4 2 .   
濵 田 幸 代 ・ 堂 野 恵 子 （ 2 0 1 2）． １ ～ ３ 歳 児 の 描 画 の 発 達 に 関 す る 研
究 ―他 者 と の か か わ り の 効 果 か ら の 検 討 －  児 童 教 育 研 究 ,  2 1 ,  
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1 - 8 .   
濵 田 幸 代 ・ 堂 野 恵 子 （ 2 0 1 3）． ２ 歳 前 半 児 の 描 画 発 達 に お け る 課 題
画 の 効 果  児 童 教 育 研 究 ,  2 2 ,  7 9 - 8 4 .  
蓮 見 元 子 ・ 星  美 和 子 ・ 栗 山 容 子（ 1 9 9 0）．２ － ４ 歳 児 の ２ 人 場 面 に
お け る 象 徴 遊 び の 発 達 （ 5） － 構 成 遊 び の 発 達 －  日 本 教 育 心
理 学 会 第 2 2 回 総 会 発 表 論 文 集 ,  3 2 ,  1 0 4 .   
東 山  明 ・ 東 山  直 美 （ 1 9 9 9）． 子 ど も の 絵 は 何 を 語 る か ―  発 達 科 学
の 視 点 か ら  N H K ブ ッ ク ス .   
日 名 子 太 郎（ 1 9 8 0）．幼 児 の 遊 び  藤 田 復 生（ 編 ）保 育 内 容 辞 典  日
本 ら い ぶ ら り  p p . 8 4 - 8 7 .  
K e l l o g g ,  R．（ 1 9 6 9）．  A n a l i z i n g  c h i d r e n ’s  a r t .   C a l i f o r n i a :  
N a t i o n a l  P r e s s  B o o k s .  深 田 尚 彦（ 訳 ） ( 1 9 7 1 )  .  児 童 画 の 発 達
過 程   黎 明 書 房 .  
K e n d l e r,  T. S .  &  K e n d l e r,  H . H .  （ 1 9 5 9 ）．  R e v e r s a l  a n d  
n o n r e v e r s a l  s h i f t s  i n  k i n d e r g a r t e n  c h i l d r e n .  J o u r n a l  o f  
E x p e r i m e n t a l  P s y c h o l o g y ,  5 8 ,  5 6 - 6 0 .  
小 松 和 貴 子（ 1 9 9 0）．幼 児 の 視 覚 的 表 現 活 動 － 2 歳 前 後 の 積 木 と 描 画
－  日 本 保 育 学 会 第 4 3 回 大 会 研 究 論 文 集 ,  4 3 ,  1 8 2 - 1 8 3 .  
倉 橋 惣 三 （ 1 9 5 3）． 幼 稚 園 真 諦  フ レ ー ベ ル 館 .  
L o w e n f e l d ,  V .（ 1 9 4 7）．  C r e a t i v e  a n d  m e n t a l  g r o w t h .  T h e  
M a c m i l l a n  C o m m p a n y.  竹 内 清・堀 内  敏・武 井 勝 雄 (訳 )  ( 1 9 6 3 ) .  
美 術 に よ る 人 間 形 成  黎 明 書 房 .  
村 山 貞 夫 ・ 多 田 淑 子 ・ 高 橋 種 昭 ・ 植 松 治 子 ・ 日 名 子 太 郎 （ 1 9 6 0）．
絵 画 指 導 に お け る 課 題 と 自 由：保 育 効 果 の 研 究（ 中 ）  幼 児 の 教
育 ,  5 9 ( 2 ) , 1 6 - 2 1．  
永 井 孝 子 （ 2 0 0 3）． 幼 児 と 感 性 － 絵 本 の 読 み 聞 か せ か ら の ア プ ロ ー
チ －  東 京 女 子 体 育 大 学 紀 要 ,  3 8 ,  5 3 - 5 9 .  
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新 見 俊 昌 （ 1 9 8 1）．「 ひ び け フ ァ ン フ ァ ー レ 」 ミ ネ ル ヴ ァ 書 房 .  
新 見 俊 昌（ 1 9 9 0）．共 感 と 対 話 に よ る 指 導  美 術 教 育 を 進 め る 会（ 編 ）
幼 児 の 美 術 教 育   あ ゆ み 出 版  p p . 1 0 8 - 11 0 .  
新 見 俊 昌（ 2 0 1 0）．子 ど も の 発 達 と 描 く 活 動 － 保 育・障 が い 児 教 育 の
現 場 へ の メ ッ セ ー ジ －  か も が わ 出 版 .  
奥  美 佐 子（ 2 0 1 0）．自 由 画 に お け る 子 ど も 間 の 模 様 1  ―自 由 画 と は
何 か ―   S h o i n  r e v i e w,  5 1 ,  2 9 - 4 6 .  
P i a g e t ,  J．（ 1 9 4 6）． P l a y,  d r e a m s  a n d  i m i t a t i o n  i n  c h i l d h o o d .  N e w  
Yo r k： N o t o n .  大 伴  茂 (訳 )（ 1 9 6 7）．遊 び の 心 理 学  黎 明 書 房 .  
P i a g e t ,  J．（ 1 9 4 8）．  L a  n a i s s a n c e  d e  l ’ i n t e l l i g e n c e  c h e z  l ’ e n f a n t .   
D e l a c h a u x  e t  N i e s t l e ’ .  谷 村  覚 ・ 浜 田 寿 美 男  (訳 )  ( 1 9 7 8 ) .   知
能 の 誕 生  ミ ネ ル ヴ ァ 書 房 .   
佐 々 木 宏 子（ 1 9 9 3）．絵 本 と 子 ど も の こ こ ろ (新 版 )  豊 か な 個 性 を 育
て る  J U L A 出 版 .  
副 島 ハ マ （ 1 9 4 9）．  幼 児 の 絵 画 と 製 作   保 育 叢 書  第 1 8 巻  厳 松 堂
書 房 ．   
祐 宗 省 三（ 1 9 8 3）．  概 念 学 習  八 木  冕 (監 )   佐 藤 方 哉 (編 )  学 習 Ⅱ  
現 代 基 礎 心 理 学  第 ６ 巻 ,  東 京 大 学 出 版 会  p p . 1 2 9 - 1 5 3 .       
鈴 木  忠  ( 2 0 0 0 ) .   美 術 教 育  日 本 児 童 研 究 所 （ 編 ）  児 童 心 理 学 の
進 歩 2 0 0 0 年 版 ,  3 9 , 金 子 書 房  p p . 1 0 3 - 1 2 2 .  
富 田 昌 平 （ 2 0 0 2 ) .  実 在 か 非 実 在 か ： 空 想 の 存 在 に 対 す る 幼 児 ・ 児
童 の 認 識  発 達 心 理 学 研 究 ,  1 3 ,  1 2 2 - 1 3 5 .  
内 田 伸 子  ( 2 0 0 8 ) .  想 像 力 の 開 花 － デ イ ス コ ー ス・物 語 の 成 立 －  幼
児 教 育 の 理 解  子 ど も の 世 界 づ く り （ 改 定 版 ) サ イ エ ン ス 社  
p p . 1 4 5 - 1 9 2 .  
ヴ ィ ゴ ツ キ ー ,  エ リ .エ ス .  ( 1 9 8 6 ) .  子 ど も の 心 理 発 達 に お け る 遊 び
と そ の 役 割  ヴ ィ ゴ ツ キ ー ・ レ オ ン チ ェ フ ・ エ リ コ ニ ン 他  神
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谷 栄 司 （ 訳 ） ( 1 9 8 9 )．  ご っ こ 遊 び の 世 界  ―虚 構 場 面 の 創 造 と
乳 幼 児 の 発 達  法 政 出 版 .   
山 形 恭 子 （ 1 9 8 2）． 興 味 と 描 画 活 動 の 発 達 ( 1） あ る 男 児 の 乗 物 描 画
に つ い て の 内 容  華 頂 短 期 大 学 研 究 紀 要 ,  2 7 ,  5 4 - 6 8 .  
山 形 恭 子（ 1 9 8 7）．  落 書 き に 見 る 表 象 の 分 析  華 頂 短 期 大 学 研 究 紀
要 ,  
3 2 ,  4 5 - 5 6 .  
山 形 恭 子 （ 1 9 8 8）． 0～ 3 歳 の 描 画 に お け る 表 象 活 動 の 分 析  教 育 心
理 学 研 究 ,  3 6 ,  2 0 1 - 2 0 9 .  
山 形 恭 子 （ 2 0 0 0）． 初 期 描 画 発 達 に お け る 表 象 活 動 の 研 究  風 間 書
房 .  
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